
織
豊
　
　
系
城
郭
の
構
造

－
虎
ロ
プ
ラ
ソ
に
よ
る
縄
張
編
年
の
試
み
一

千

田

士瀦

博

織盤系城郭の構造（千田）

は
　
じ
　
め
　
に

　
最
近
の
中
世
城
館
研
究
の
進
展
は
め
ざ
ま
し
い
。
そ
れ
は
主
と
し
て
考
古

学
者
に
よ
る
発
掘
調
査
か
ら
の
研
究
と
、
在
野
の
城
郭
研
究
者
に
よ
る
縄
張

　
①
調
査
か
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
殊
に
後
者
、
地
表
面
観
察

に
よ
る
縄
張
調
査
は
、
全
国
的
に
水
準
の
高
ま
り
が
著
し
い
。
こ
れ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

①
城
郭
研
究
者
の
活
発
な
活
動
に
加
え
、
②
発
掘
調
査
に
よ
る
遺
構
確
認
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
④

増
加
、
③
各
県
単
位
の
城
跡
悉
皆
調
査
の
進
行
、
『
日
本
城
郭
大
系
』
の
刊

行
に
代
表
さ
れ
る
基
礎
資
料
の
充
実
、
④
考
古
学
者
、
城
郭
研
究
者
共
同
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

研
究
発
表
の
揚
で
あ
る
「
全
国
誠
郭
研
究
者
セ
ミ
ナ
ー
」
の
実
現
に
よ
っ
て
、

視
野
の
広
い
多
様
な
研
究
が
可
能
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
従
来
、
地
表
面
観
察
に
よ
る
城
郭
の
縄
張
調
査
は
堅
雪
史
の
視
点
か
ら
な

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
村
田
修
三
氏
の
「
中
世
城
郭
遺
跡
を
地
域
史
と
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

地
構
造
分
析
の
史
料
と
し
て
活
用
す
る
」
と
い
う
提
唱
以
来
、
史
料
化
の
基

礎
研
究
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
発
掘
調
査
、
考
古
学
か
ら
の
研

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

究
も
こ
の
方
向
を
押
し
進
め
て
い
る
。

　
お
よ
そ
ど
の
よ
う
な
城
郭
の
体
系
（
城
郭
の
縄
張
、
立
地
、
配
置
、
城
下

町
等
）
を
持
ち
得
た
か
は
、
そ
れ
を
創
出
し
て
い
っ
た
権
力
の
特
質
を
直
接

に
示
す
も
の
で
あ
る
。
特
に
城
郭
の
縄
張
に
は
そ
れ
が
反
映
さ
れ
る
。
だ
か

ら
城
館
堤
自
体
を
解
明
す
る
こ
と
で
、
権
力
や
こ
れ
を
規
定
し
た
社
会
を
究

明
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
状
で
は
発
掘
資
料
や
現
地
踏
査

資
料
（
縄
張
図
）
を
合
わ
せ
て
活
用
す
る
方
法
が
確
立
し
て
お
ら
ず
、
一
足

飛
び
に
こ
れ
ら
を
論
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
城
館
研
究
を
歴
史
研
究
の
一
ア
プ
ロ
ー
チ
に
し
て
い
く
た
め
に
、
活
用
の

基
礎
に
な
る
考
古
学
的
な
縄
張
分
析
方
法
を
示
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
縄
張

（
遺
構
）
編
年
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
今
の
と
こ
ろ
、
遣
構
の
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厳
密
な
分
析
に
よ
っ
て
縄
張
編
年
を
組
み
、
そ
こ
か
ら
城
郭
の
変
遷
を
説
い

た
研
究
は
皆
無
に
等
し
い
。

　
本
稿
は
こ
の
よ
う
な
当
面
す
る
状
況
を
踏
ま
え
、
考
察
の
基
礎
と
な
る
中

世
城
郭
史
を
概
括
し
、
遺
構
を
確
認
し
や
す
い
織
田
氏
、
豊
臣
氏
、
徳
川
氏

系
の
誠
郭
遺
構
の
分
析
を
行
い
、
縄
張
編
年
を
試
み
る
。
そ
し
て
城
郭
の
縄

張
発
達
を
理
論
的
に
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
織
豊
政
権
研
究
や
織
豊
期

社
会
研
究
へ
の
方
向
を
示
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
の
本
論
で
は
、

織
田
氏
、
豊
臣
氏
、
徳
川
氏
の
城
郭
を
大
き
く
織
豊
系
城
郭
と
一
括
し
て
考

察
を
進
め
る
。
そ
の
場
合
、
幕
藩
体
制
以
前
の
徳
川
氏
を
文
献
史
上
ど
う
位

置
づ
け
る
か
は
問
題
に
な
る
が
、
城
郭
研
究
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
だ

　
　
　
　
⑧

と
思
わ
れ
る
。

　
城
郭
は
様
々
な
地
形
に
立
地
し
た
。
し
か
し
詳
細
な
遺
構
検
討
が
広
く
可

能
な
の
は
山
城
に
限
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
本
稿
は
織
豊
系
の
山
城
を
中
心
に

　
　
　
　
　
⑨

検
討
を
進
め
る
。

　
①
城
郭
の
各
曲
輪
の
機
能
を
読
み
と
り
、
そ
の
評
価
を
縄
張
図
に
ま
と
め
る
調
査

　
　
で
あ
る
。
高
水
準
の
縄
張
図
は
城
郭
の
機
能
を
把
握
す
る
の
に
き
わ
め
て
有
効
で
、

　
　
正
確
な
測
量
図
と
補
い
合
う
関
係
に
あ
る
。
今
後
一
層
精
度
を
高
め
、
客
観
的
な

　
　
表
現
を
め
ざ
す
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　
②
　
村
蜀
修
三
編
『
図
説
中
世
城
郭
事
典
』
（
新
人
物
往
来
社
、
　
一
九
八
七
年
）
は

　
　
現
時
点
で
の
縄
張
調
査
の
集
大
成
で
あ
る
。

　
③
　
三
重
県
、
熊
本
県
、
静
岡
県
、
岩
手
県
等
で
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
精

　
　
粗
の
差
が
激
し
い
。
そ
の
中
で
、
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
を
開
き
な
が
ら
地
域
ご
と
の

　
調
査
を
進
め
て
い
る
滋
賀
県
が
注
目
さ
れ
る
。
滋
賀
県
教
育
委
員
会
・
滋
賀
総
合

　
研
究
所
『
滋
賀
県
中
世
城
郭
分
布
調
査
』
一
～
四
、
一
九
八
三
～
六
年
、
刊
行
中
。

④
　
坪
井
清
足
他
監
修
、
新
人
物
往
来
社
刊
、
一
九
七
九
～
八
一
年
。

⑥
　
中
世
城
郭
研
究
会
主
宰
。
一
九
八
四
年
に
第
一
回
（
東
京
）
を
開
催
。
八
六
年

　
（
神
戸
）
で
三
回
目
を
数
え
た
。

⑥
　
村
田
修
三
「
城
跡
調
査
と
戦
国
史
研
究
」
（
『
日
本
史
研
究
』
二
＝
、
一
九
八

　
○
年
）
。

⑦
　
代
表
的
な
も
の
に
萩
原
三
雄
「
九
馬
出
の
研
究
」
（
『
甲
府
盆
地
一
そ
の
歴
史

　
と
地
域
性
』
、
雄
山
閣
、
　
一
九
八
四
年
）
、
中
井
均
「
山
崎
城
の
構
造
一
天
正

　
十
年
秀
吉
築
城
の
構
造
と
城
郭
史
的
意
義
1
」
　
（
中
山
修
一
先
生
古
稀
記
念
築

　
業
会
編
『
長
岡
京
古
文
化
論
叢
』
、
同
朋
舎
、
一
九
八
六
年
）
、
柴
田
龍
司
「
戦
国

　
時
代
末
期
の
城
郭
か
ら
見
た
権
力
構
造
」
（
『
千
葉
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要

　
1
0
』
、
一
九
八
六
年
）
等
が
あ
る
。

⑧
織
田
氏
と
同
盟
関
係
に
あ
っ
た
徳
川
段
の
城
郭
を
一
括
し
て
考
え
る
こ
と
は
不

　
適
当
な
こ
と
で
な
い
と
考
え
る
。

⑨
山
城
と
か
か
わ
り
な
が
ら
平
城
に
も
独
自
の
発
展
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
城
郭
の
縄
張
変
化
か
ら
、
権
力
の
特
質
を
追
求
す
る
に
は
山
誠
の
検
討
が

　
は
る
か
に
有
効
で
あ
ろ
う
。

【
　
縄
張
発
逮
史
の
再
検
討

　
ま
ず
、
中
世
城
郭
発
達
史
を
概
括
し
、
そ
の
問
題
点
を
整
理
す
る
。
中
世

　
　
　
く
る
わ
④

城
郭
は
曲
輪
、
堀
、
土
塁
、
石
垣
で
普
請
部
分
が
構
成
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の

配
置
が
縄
張
に
当
た
り
、
そ
の
良
し
悪
し
が
城
郭
の
評
価
に
な
る
。
ま
た
城

　
　
　
　
　
　
②

郭
の
年
代
を
示
す
。
縄
張
の
発
達
史
を
欄
む
に
は
、
城
の
防
禦
さ
れ
た
出
入
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織豊系城郭の構造（千田）

　
　
　
　
ニ
ぐ
ち

口
で
あ
る
虎
口
と
堀
・
石
垣
の
発
達
を
捉
え
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
で
こ
の
二
点
を
中
心
に
検
討
す
る
。

1
　
虎
口
の
発
達

そ

　
縄
張
の
中
で
最
も
激
し
く
変
化
し
、
著
し
く
発
達
し
た
の
が
虎
口
で
あ
る
。

勿
論
、
中
世
を
通
じ
均
一
に
変
化
し
た
の
で
は
な
く
、
戦
国
期
後
半
か
ら
織

豊
期
に
か
け
て
急
激
に
発
達
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
当
然
、
戦
闘
方
法
の
変

化
が
存
在
し
、
そ
れ
は
動
員
力
の
増
大
や
、
兵
農
分
離
等
の
社
会
の
総
体
的

な
変
化
に
規
定
さ
れ
た
。

　
虎
口
は
最
も
単
純
な
平
虎
口
か
ら
は
じ
ま
る
。
そ
し
て
虎
口
周
辺
が
土
塁

で
固
め
ら
れ
る
。
そ
れ
と
前
後
し
て
、
虎
口
に
至
る
域
道
を
ジ
グ
ザ
グ
に
し

　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

て
横
矢
を
効
か
せ
た
り
、
堀
切
と
合
わ
せ
て
土
橋
を
渡
っ
て
入
る
よ
う
に
な

っ
た
。
さ
ら
に
発
達
す
る
と
、
虎
口
前
に
テ
ラ
ス
状
の
曲
輪
（
虎
口
受
け
の

曲
輪
）
を
造
り
、
直
接
進
入
さ
せ
な
い
縄
張
も
一
般
化
し
た
。
こ
れ
ら
が
複

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ず
が
た
　
　
う
ま
だ
し

雑
に
組
み
合
わ
さ
っ
て
戦
国
末
期
か
ら
織
豊
期
に
か
け
て
枡
形
と
馬
出
が
出

現
す
る
。
こ
の
よ
う
に
虎
口
が
発
達
し
た
の
は
防
禦
と
攻
撃
と
い
う
両
面
の

機
能
を
虎
口
が
果
た
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
枡
形
は
虎
口
部
分
の
塁
線
が
外
に
張
り
出
し
た
外
枡
形
と
、
外
側
の
塁
線

は
直
線
の
ま
ま
、
内
側
で
塁
線
が
折
曲
す
る
内
枡
形
に
大
別
で
き
る
（
図

1
）
。
従
来
、
両
者
の
機
能
差
は
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
外

図1　外枡形（1）・内粉形（2）概念図

枡
形
は
虎
口
塁
線
が
一
歩
外
へ

踏
み
撮
し
、
曲
輪
の
外
へ
積
極

的
な
出
撃
が
可
能
な
形
態
で
あ

る
か
ら
攻
撃
重
視
の
虎
口
と
評

価
で
き
る
。
内
枡
形
は
閉
め
き

れ
ば
他
の
民
望
と
ひ
と
続
き
に

な
る
形
態
で
あ
る
か
ら
、
防
禦

を
重
視
し
た
虎
口
と
評
価
で
き

る
。　

馬
出
は
虎
口
前
の
堀
対
岸
に

造
ら
れ
た
出
挙
用
の
曲
輪
で
、
攻
撃
機
能
を
最
も
高
め
た
施
設
の
一
つ
で
あ

る
（
図
2
）
。
攻
撃
の
足
が
か
り
と
し
て
の
馬
出
を
曲
輪
の
外
に
設
け
、
出

撃
の
虎
口
（
1
）
を
前
に
、
防
禦
の
虎
口
（
2
）
を
後
に
分
離
し
て
曲
輪
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
機
能
分
化
を
行
う
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。

＝ρ＝

≠秩

1

2

＝蒐＝

図2　 、辱葛出概念図

　
馬
出
は
武
田
氏
、
後
北
条

氏
の
城
郭
に
早
く
か
ら
使
用

　
　
　
　
　
　
　
　
な
く
る

さ
れ
た
。
武
田
氏
系
の
名
胡

み
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

桃
城
馬
出
の
発
掘
成
果
や
後

北
条
氏
が
築
い
た
と
考
え
ら
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⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

れ
る
花
崎
城
馬
出
の
発
掘
成
果
、
さ
ら
に
詳
細
な
踏
査
の
成
果
か
ら
、
武
田
、

後
北
条
氏
の
馬
出
は
基
本
的
に
塁
線
に
土
塁
を
備
え
ず
、
内
部
に
建
物
を
持

た
な
い
小
曲
輪
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
両
氏
の
馬
出
は
本
来
何

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

も
な
い
明
け
放
し
て
お
く
空
間
だ
っ
た
と
評
価
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
織
豊
系
城
郭
の
馬
出
は
必
ず
塁
線
に
土
塁
を
期
す
特
徴
が
あ

る
。
こ
の
事
実
は
二
つ
の
馬
出
の
発
生
系
譜
に
重
要
な
違
い
が
あ
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

暗
示
す
る
。
馬
出
の
発
生
を
多
元
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

2
　
掘
・
石
垣
の
発
遼

　
防
塁
、
阻
塞
類
で
な
い
、
曲
輪
を
主
体
と
し
た
山
城
が
広
く
築
か
れ
始
め

る
の
は
南
北
朝
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
山
城
は
戦
国
期
と
は
比
較
に
な
ら

な
い
比
高
差
の
あ
る
深
山
に
築
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
広
域
の
作
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

が
必
要
に
な
る
南
北
朝
期
の
政
治
状
況
と
か
か
わ
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。

　
南
北
朝
期
の
山
城
は
全
般
に
造
り
が
未
熱
で
、
曲
輪
の
劇
平
は
不
充
分
で

あ
る
。
土
塁
を
使
用
す
る
の
は
稀
で
、
堀
は
浅
く
、
狭
い
も
の
が
多
い
。
堀

切
を
要
所
に
入
れ
な
い
の
で
城
南
に
け
じ
め
が
っ
か
な
い
。
諸
点
が
改
良
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

れ
て
く
る
の
は
南
北
朝
期
の
後
半
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
で

も
ま
だ
削
平
地
と
堀
の
連
携
は
よ
く
な
い
。
同
時
期
で
も
丘
や
平
地
の
城
館

の
堀
は
山
城
に
先
行
し
た
規
模
を
持
つ
。
京
都
府
の
口
軽
ケ
谷
遺
跡
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

館
と
考
え
ら
れ
る
上
幅
六
m
、
深
さ
一
・
六
m
の
堀
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

　
南
北
朝
の
末
期
か
ら
室
町
時
代
に
入
る
と
、
国
人
領
主
制
の
展
開
に
よ
っ

て
、
城
郭
は
集
落
に
近
い
比
高
差
の
少
な
い
丘
や
山
に
築
か
れ
る
こ
と
が
多

く
な
る
。
ま
た
、
館
と
山
城
が
セ
ッ
ト
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
時

期
で
は
文
安
元
年
（
一
四
四
四
）
に
築
き
、
文
明
二
年
（
一
四
四
七
）
に
改

修
し
た
こ
と
が
確
実
な
奈
良
県
の
西
方
院
山
城
の
二
重
堀
と
土
橋
が
知
ら
れ

⑭る
。
堀
の
上
幡
八
m
、
深
さ
四
m
程
で
あ
る
。

　
戦
国
期
に
入
る
と
急
激
に
堀
が
発
達
し
、
多
様
化
す
る
。
単
な
る
堀
切
で

　
　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
⑯

な
く
、
帯
曲
輪
、
武
老
屯
と
な
り
、
斜
面
を
下
る
竪
堀
と
な
る
。
そ
し
て
戦

国
期
の
中
頃
か
ら
後
半
に
か
け
て
北
海
道
、
沖
縄
を
除
く
ほ
ぼ
全
国
に
出
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

し
て
く
る
の
が
叉
状
空
堀
群
で
あ
る
。
曲
輪
周
辺
の
緩
斜
面
処
理
を
果
た
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
基
本
的
に
は
堀
を
等
高
線
と
直
角
の
方
向
に
並
べ

築
い
た
山
腹
の
密
集
空
堀
群
で
あ
る
。

　
地
域
に
よ
っ
て
盛
行
の
時
期
が
違
い
、
北
陸
・
中
部
・
近
畿
地
方
で
は
天

文
か
ら
永
禄
期
（
一
五
三
二
一
一
五
六
九
）
に
か
け
て
、
中
国
・
四
国
・
九

州
地
方
で
は
永
禄
か
ら
天
正
期
（
一
五
五
八
一
一
五
九
一
）
に
か
け
て
、
東

北
地
方
北
部
で
は
文
禄
か
ら
慶
長
の
初
め
頃
（
一
五
九
二
一
一
六
〇
〇
）
ま

で
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
畝
状
空
堀
群
は
最
初
、
曲
輪
と
セ
ッ
ト
で
使
用
さ
れ
る
が
、
最
終
的
に
億

放
置
す
る
と
危
険
な
緩
斜
面
を
連
続
し
て
切
り
、
相
互
に
あ
る
一
定
の
土
地

を
使
用
不
可
能
に
す
る
機
能
の
み
が
存
続
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
醜
輪
と
直
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図3　奈良市椿尾上誠（村田修三氏原図に加筆）
　　　天文期に造られた空堀群Cは曲輪に接して使われるが，元亀期に造られた空堀群A・B・C・

　　　Dは紬輪とは関係なく，攻城の足掛りとなる部分を予め破壊して使用不可能にしている。

接
に
噛
み
合
わ
な
い
空
堀
群
の
使
用
に
な
る
の
で
あ
る
（
図
3
）
。
こ
の
転
換

を
近
畿
・
中
部
地
方
で
は
元
亀
期
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
こ
の

変
化
の
原
因
は
、
横
堀
に
よ
る
城
造
り
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

　
畝
状
空
堀
群
は
基
本
的
に
空
堀
群
と
そ
の
直
上
の
曲
輪
が
一
緒
に
使
用
さ

れ
、
正
面
の
敵
と
戦
う
。
だ
か
ら
一
つ
一
つ
の
曲
輪
を
防
禦
の
単
位
と
す
る

城
郭
に
機
能
を
よ
く
発
揮
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
近
畿
で
の
永
禄

期
以
降
の
城
造
り
は
側
射
を
狙
う
横
矢
掛
け
と
、
曲
輪
群
を
一
体
化
す
る
横

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

堀
の
城
郭
が
主
流
に
な
っ
た
。
横
矢
掛
け
を
行
う
晴
、
竪
堀
底
に
敵
兵
が
隠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

れ
て
し
ま
う
空
堀
群
が
駆
逐
さ
れ
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
近
畿
地
方
に
こ
の

横
堀
を
広
く
導
入
し
た
の
が
織
国
炎
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
統
一
政
権
と
競
い

合
い
な
が
ら
独
自
に
横
堀
の
城
を
確
立
し
て
い
っ
た
後
北
条
氏
・
武
田
氏
・

朝
倉
氏
の
領
国
に
空
堀
群
が
ほ
と
ん
ど
分
布
し
な
い
の
も
同
様
の
理
由
に
よ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
横
堀
に
よ
る
城
造
り
が
進
ま
な
か
っ
た
地
域
で

は
遅
く
ま
で
空
堀
群
が
使
用
し
続
け
ら
れ
、
豊
臣
氏
の
統
一
前
後
ま
で
造
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
横
堀
は
山
城
で
曲
輪
に
沿
っ
て
郭
群
を
囲
い
込
む
堀
を
い
う
。
厳
し
い
地

形
を
求
め
て
造
ら
れ
た
山
城
で
は
曲
輪
の
機
能
分
化
が
は
じ
ま
る
永
禄
期
に

な
ら
な
け
れ
ば
横
堀
は
出
現
し
な
い
。
曲
輪
の
前
後
関
係
に
よ
る
防
禦
方
法

で
な
い
、
機
能
分
化
し
た
曲
輪
群
に
よ
る
縄
張
を
実
現
す
る
た
め
に
は
横
堀
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の
導
入
が
不
可
欠
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
郭
群
を
闘
い
込
ん
で
防
禦
ラ

イ
ン
を
確
定
し
、
攻
撃
の
曲
輸
が
ラ
イ
ン
の
前
へ
、
防
禦
の
曲
輸
が
後
方
へ

と
機
能
の
分
化
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

曲
翰
群
の
機
能
を
明
確
化
し
、
城
郭
全
体
が
連
携
し
て
防
禦
す
る
こ
と
を

可
能
に
し
た
も
の
に
も
う
一
つ
、
総
石
垣
が
あ
る
。
こ
れ
も
防
禦
ラ
イ
ン
を

形
成
し
て
総
囲
み
の
城
郭
を
造
る
機
能
は
横
堀
に
等
し
い
。
初
め
て
総
石
垣

と
曲
輸
の
機
能
分
化
を
結
び
つ
け
た
安
土
放
の
山
上
郭
群
に
は
掘
が
全
く
使

用
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
雨
者
が
同
じ
機
能
を
果
た
し
て
い
た
こ
と

②
 

を
証
明
す
る
。

①
防
禦
さ
れ
た
削
平
地
。

②
地
表
面
観
祭
の
場
合
、
当
然
現
在
見
ら
れ
る
遺
構
は
設
来
期
の
も
の
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

③
紋
の
側
面
に
向
っ
て
攻
殺
す
る
こ
と
を
い
う
。

③
尾
根
を
切
断
し
て
稜
線
伝
い
の
進
入
を
防
ぐ
抑
制
を
い
う
。
中
世
城
郊
で
設
も
基

本
的
な
掘
で
あ
る
。

⑤
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
村
岡
修
一
一
一
「
中
世
の
披
館
」
(
『
講
座
・
日
本
技
術
の

社
会
史
第
六
巻
土
木
』
、
日
本
評
論
社
、
一
九
八
四
年
)
が
詳
し
い
。

③
群
馬
県
教
育
委
員
会
・
詳
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
梁
間
足
郷
平
遺
跡
・
諏
訪

巡
跡
』
(
一
九
八
周
年
〉
に
よ
る
。

①
加
帰
国
市
巡
跡
調
査
会
『
花
崎
遺
跡
』
(
一
九
八
二
年
〉
に
よ
る
。

③
『
臼
木
城
郭
大
系
』
等
に
よ
る
。

③
後
北
条
氏
の
場
合
、
天
正
一
八
年
の
滅
亡
直
前
に
は
土
塁
一
を
備
え
た
馬
出
を
祭

迭
す
る
よ
う
で
あ
る
。

⑬
後
北
札
沢
氏
の
馬
出
は
城
遂
と
し
て
使
用
し
た
検
郷
対
岸
土
暴
の
虎
口
前
を
ふ
く

ら
ま
す
こ
と
か
ら
発
達
し
た
可
能
性
が
高
い
。
つ
ま
り
、
馬
出
に
発
達
す
る
・
部
分

が
本
来
、
土
袋
で
あ
っ
た
か
ら
、
馬
出
に
土
塁
が
築
か
れ
る
の
が
返
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
(
宮
田
逸
民
氏
に
多
く
の
御
教
一
示
を
得
た
)
。
一
方
、
織
変
系
の
馬
出
は

後
述
す
る
よ
う
に
、
く
い
迷
い
虎
口
か
ら
発
述
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑬
村
図
修
三
前
掲
⑤
論
文
に
よ
る
。

⑫
村
岡
修
三
「
南
北
初
期
山
裁
の
特
徴
に
つ
い
て
」

Q
第
二
回
全
国
滅
郭
研
究
者

セ
ミ
ナ
ー
発
表
資
料
』
、
中
世
挟
抑
制
研
究
会
、
一
九
八
五
年
)
に
よ
る
。

⑬
田
辺
町
教
育
委
員
会
吋
南
回
辺
団
地
内
逃
跡
試
掘
調
査
概
報
』
(
一
九
人
二
年
)

0

⑬
村
田
修
一
一
一
「
西
方
院
山
減
」

Q
B木
狭
城
大
系
』
一

O
巻
、
新
人
物
往
来
社
、

一
九
人

O
年)。

⑬
尾
根
よ
の
曲
輸
の
一
段
下
に
あ
る
帯
状
の
曲
論
。

⑬
主
な
山
間
輸
の
直
下
で
域
道
に
向
っ
て
閉
口
す
る
援
総
状
の
も
の
を
い
う
。

⑫
畝
型
組
怒
と
も
畝
状
即
位
閣
制
群
と
も
呼
ば
れ
る
が
、
水
平
な
場
所
に
造
ら
れ
る
こ

と
も
あ
る
の
で
、
敵
状
空
捌
群
と
す
る
の
が
最
も
適
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑬
横
姻
を
使
用
し
た
城
dd
刊
の
具
体
例
は
第
二
-
設
で
詳
述
す
る
。

⑬
空
堀
群
が
椛
築
さ
れ
た
部
分
に
敵
兵
が
進
入
し
た
場
合
、
空
堀
底
部
分
を
歩
い

た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
減
兵
は
空
掘
正
面
か
ら
の
迎
撃
は
容
易
に
な
る

が
、
空
期
間
の
土
塁
(
削
り
残
し
土
塁
)
に
巡
ら
れ
、
尚
一
に
側
射
は
む
つ
か
し
く

な
る
。
こ
れ
故
、
両
者
は
両
立
し
な
い
。

@
畝
状
空
掘
群
の
全
国
的
な
状
況
は
、
『
第
三
悶
全
国
城
郭
研
究
者
セ
ミ
ナ
ー
資

料
』
(
中
世
城
郭
研
究
会
、
一
九
八
六
年
)
が
最
も
詳
し
い
。

@
平
械
の
場
合
、
放
域
を
回
す
た
め
尚
翰
を
巡
る
掘
は
元
来
必
須
の
も
の
で
あ
っ

た
か
ら
特
に
横
械
と
は
呼
ば
な
い
。
尚
輸
の
機
能
分
化
を
行
う
た
め
に
使
用
さ
れ

た
掘
が
模
湖
で
あ
る
。

@
村
田
修
一
一
一
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。
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二
　
三
畳
系
城
郭
の
検
討

　
こ
の
分
野
の
研
究
は
乏
し
い
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
村
田
修
三
氏
の
論
考

　
　
①

で
あ
る
。
村
田
氏
は
織
豊
系
城
郭
を
分
析
し
て
、
そ
の
特
徴
が
刃
状
に
突
出

し
た
虎
口
曲
輪
と
、
先
端
の
く
い
違
い
虎
口
に
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
こ
の

障
壁
が
一
歩
前
進
し
て
敵
に
近
づ
く
形
態
か
ら
、
攻
撃
的
性
格
を
持
つ
も
の

と
評
価
し
た
。
織
豊
系
城
郭
の
虎
口
構
造
と
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
初
め
て
説

い
た
研
究
で
あ
る
。

　
し
か
し
縄
張
図
を
直
接
、
分
析
し
た
た
め
、
虎
口
分
類
は
突
出
型
、
枡
形

型
の
二
型
式
に
留
ま
り
、
両
型
式
の
つ
な
が
り
や
発
達
を
系
統
的
に
説
明
す

る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
先
学
に
学
び
つ
つ
、
新
し
い
視
点
か
ら
検
討

を
行
な
い
た
い
と
思
う
。

－
　
分
類
の
視
点

　
虎
口
の
型
式
分
類
に
縄
張
の
機
能
分
化
の
評
価
を
合
わ
せ
て
分
類
を
進
め

る
。
考
察
の
基
礎
資
料
に
は
無
銘
に
よ
る
遺
構
図
と
踏
査
に
よ
る
縄
張
図
を

使
用
す
る
。
た
だ
し
城
郭
は
最
大
限
自
然
地
形
を
利
用
し
て
築
か
れ
た
の
で
、

縄
張
発
達
の
法
則
性
を
温
き
出
す
に
は
適
切
な
モ
デ
ル
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
こ
で
基
礎
資
料
の
模
式
化
を
二
段
階
に
わ
た
っ
て
行
う
。
ま
ず
、
第
一
段

階
の
模
式
化
は
問
題
に
な
る
虎
口
を
縄
張
か
ら
抽
出
し
、
「
折
れ
」
と
「
空

問
」
に
分
解
し
て
考
え
る
。
折
れ
で
は
虎
口
部
分
の
塁
線
を
屈
曲
さ
せ
、
城

へ
の
進
入
ル
ー
ト
を
直
角
に
何
回
曲
げ
る
か
を
検
討
す
る
。
空
間
で
は
虎
口

と
密
接
に
結
び
つ
い
て
存
在
し
、
個
有
の
虎
口
空
間
と
し
て
機
能
す
る
曲
輪

の
有
無
を
検
討
す
る
。

　
第
二
段
階
の
模
式
化
で
は
こ
の
虎
口
が
そ
れ
以
外
の
城
郭
構
成
要
素
と
ど

う
噛
み
合
っ
て
縄
張
全
体
を
発
達
さ
せ
た
か
を
焦
点
に
、
虎
ロ
プ
ラ
ン
と
堀

・
石
垣
の
発
達
度
を
合
わ
せ
て
図
化
し
、
検
討
す
る
。
堀
・
石
垣
の
分
類
で

は
発
達
を
三
段
階
に
分
け
て
考
え
る
。
第
一
段
階
は
単
純
な
堀
切
の
み
、
第

二
段
階
は
堀
切
と
部
分
石
垣
の
使
用
、
第
三
段
階
は
横
堀
も
し
く
は
総
石
垣

の
使
用
と
す
る
。

2
　
蘂
例
の
分
類

　
先
述
の
視
点
よ
り
織
豊
系
城
郭
を
5
類
型
に
分
類
す
る
（
表
1
）
。

　
第
1
類
型
　
松
平
城
タ
イ
プ

　
無
道
○
折
・
○
空
間
の
平
入
り
虎
口
を
持
つ
城
郭
で
あ
る
（
図
4
）
。
代

衷
例
と
し
て
松
平
城
が
挙
げ
ら
れ
る
。
松
平
城
は
松
平
郷
松
平
氏
の
詰
城
で

あ
っ
た
。
主
義
大
手
虎
口
は
土
塁
等
を
持
た
ず
、
城
道
は
直
進
し
て
主
郭
に

入
る
。
し
か
も
虎
口
ま
わ
り
に
独
自
な
空
間
を
認
め
ら
れ
な
い
　
（
図
5
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

こ
の
よ
う
に
単
純
な
虎
口
構
造
を
持
つ
も
の
を
第
1
類
型
と
す
る
。
織
田
氏

領
国
で
は
こ
の
時
期
の
遺
構
が
確
認
で
き
な
い
が
、
同
類
型
の
城
郭
が
多
く
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表1検討を行った城郭一覧

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3

城 名

城
城
城
城
城
謎
謎
潮
溜
城
城
城
城
城
城
域
域
灘
崎
城
城
域
誠

平
野
阜
鋤
俣
重
土
・
井
鵡
山
山
森
下
・
闇
れ

松
品
岐
宇
多
ご
金
大
長
安
周
黒
雲
輪
虫
秋
丸
大
鳥
松
土
山
堂

所 在 地

愛知県豊田市松平町

愛知県瀬戸市上品野町

岐阜県岐阜市大宮町’

滋賀県大津市錦織町

滋賀県栗東郡栗東町

静岡県天竜市二俣町

岐阜県可児郡兼山町

愛知県豊田市大給町

滋賀県近江八幡市長光寺町

滋賀県蒲生郡安土町

京都府北桑田郡京北町

兵庫県氷上郡春日

石川県七尾市古府

静岡県天竜市二俣町

兵庫県氷上郡山南町

奈良県宇陀郡大宇陀町

三重県上野市下神戸

岐阜県可児市大森

石川県石川郡鳥越村

岐阜県不破郡関ケ原町

滋賀県甲賀郡土山町

京都府乙訓郡大山崎町

滋賀県伊香郡余吾町

虎　　口　　型　　式

pm121314AI4BlsAlsB

tw

t
w

⑭
⑭
⑳
翻
働
⑱

㊥

⑧
⑭

㊥
働
麟
⑳
㊥

㊥
㊥
⑯
鯉
⑭
企
㊥

嚢 考

松平郷帳平氏の詰城

永禄3年落城

永禄10年築城

元亀1年築城

元亀2年～天正2年築城か
天正3年の武田氏退城後，徳川氏家臣大久保忠世：が入城，改修

天正4～5年築城か

大正・松平氏の本城，遺構完存

天正4年破城

天正4年築城

天正7年～8年築城

天正7年～13年築城

天正9年前田田による改修

天正4年～18年築城

天正7年～文禄4年築城

天正工3年～文禄1年改修

天正6年築城

天正10年落域

天正8年～慶長5年改修

天正7年以降改修

滝川一益の手が入るか

天正10年築城

天正11年賎ケ岳合戦で築城

（
e
q
卜
q
）

菖
目



（
田
十
）
姻
灘
e
鴇
慧
陥
調

24

Q5

Q6

Q7

Q8

Q9

R0

R1

R2

R3

R4

R5

R6

R7

R8

R9

S0

S1

S2

S3

S4

S5

S6

S7

S8

S9

神明山城
豊臣氏大坂城

近江八幡城
石畳山一夜城

名護屋城
熊　川　城

西生浦城

城
荒
城
城
城
城
城
城
二
恩
城
城
城
城
城
城
誠
城
城

・
出
居
叢
本
図
窟
津
森
掛
㌣
ザ
条

竹
飯
鴫
亀
大
高
熊
山
東
田
松
岩
末
沓
三
篠
名
大
二

　　　　tt

大阪府大阪市東区

滋賀県近江八幡市宮内町

神奈川県小田原市早川

佐賀県東松浦郡鎮西町

大韓民国慶尚南道鎮海市

大韓民国慶尚南道梁山郡

兵庫県朝来郡和田山町

長野梨飯山市飯山

福島県南会津郡田島町

広島県大竹市小方

長崎県大村市玖島郷

奈良県高市郡高取町

熊本県熊本市城堤公園

滋賀県伊香郡余吾町

　　　　tt

　　　　tt

石川県金沢市松根町

愛知県岡高市岩津町

愛知県名古屋市千種区

愛知県豊明市沓掛町

岐阜県不破郡垂井町

兵庫県多紀郡篠lj」1町

愛知県名古屋市中区：

大阪府大阪布東区
京．韻9鰯（胡≦市「1．8かぐ区

（《は内枡形を主虎口に持つ誠）

⑱
㈱
⑱
⑲
㊥
鶴
⑲
⑱
醗
⑲
⑲

⑭
⑲
⑭
⑭
㊥
翻
⑭
⑭
⑭
㈱
爾
⑭
⑭

　　　　tt

天正11年築城

天il113～文禄1年築城

天正18年築城

文禄1年築城

文禄2築城

文禄2年築城，慶長3年改修

文禄1年～慶長5年築城

慶長3年以降築城

慶長3年以降築城

慶長8年～13年築城

慶長3年築城，優長19年改修

天正17年以降築城

慶長6年以降築城

天正11年忌ヶ岳合戦で築城

　　　　tt

　　　　tt

天正12年改修

天正12年頃の改修か

　　　　tt

　　　　ノノ

竹中氏の居城

慶長14～15年築城

慶長15誓1三築城

元和6年出域

寛永1年改修

（
o
り
ト
凶
）
　
ゆ
O
洲
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図4　第1類型模式図

撫養瀬吃2

O　10m　V　”

“図5　松平域（0折・0空間）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
2
類
型
の
出
現
時
期
か
ら
見
て
そ
の
下
限
は

天
文
一
〇
年
代
ま
で
に
比
定
さ
れ
る
。

　
第
2
類
型
　
品
野
城
タ
イ
プ

　
血
道
一
荷
・
○
空
間
の
虎
口
を
持
つ
城
郭
で
あ
る
　
（
図
6
）
。
代
表
例
と

繭
　
　
　
　
　
■
　
，

図6　第2類型模式図

曽a
．

馳Tt7’亀．愚8糠
O　10m

一図7　品野域（1折・0空間）

し
て
品
野
城
が
挙
げ
ら
れ
る
。
晶
野
城
は
尾
張
、
三
河
の
境
の
城
と
し
て
永

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

禄
元
～
三
年
（
一
五
五
八
一
六
〇
）
に
争
奪
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
城

の
主
郭
大
手
虎
口
は
、
テ
ラ
ス
状
に
伸
び
た
虎
口
受
け
の
小
曲
輪
を
前
面
に

持
つ
（
図
7
）
。
そ
の
た
め
外
か
ら
入
る
に
は
、
虎
口
受
け
（
a
）
で
一
度

城
道
が
折
れ
る
こ
と
に
な
る
。
強
力
な
横
矢
掛
け
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
る
。

虎
口
両
脇
は
土
塁
で
固
め
る
が
、
虎
口
独
自
の
空
間
は
認
め
ら
れ
な
い
。
使

用
さ
れ
る
堀
は
第
1
類
型
同
様
、
堀
切
の
み
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
構
造
を

持
つ
も
の
を
第
2
類
型
と
す
る
。

　
第
3
類
型
　
宇
佐
山
城
タ
イ
プ

　
城
道
二
折
・
○
空
間
の
虎
口
を
持
つ
誠
郭
で
あ
る
（
図
8
）
。
代
表
例
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

し
て
宇
佐
山
が
挙
げ
ら
れ
る
（
図
9
）
。
こ
の
城
は
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

に
織
田
氏
家
臣
、
森
可
成
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
。
翌
元
亀
二
年
に
は
明
智
光

秀
が
坂
本
城
を
築
い
て
移
り
、
廃
城
に
な
っ
た
。

　
主
郭
（
1
）
南
大
手
虎
口
（
a
）
は
、
主
郭
塁
線
よ
り
全
体
的
に
虎
口
塁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

線
が
大
き
く
張
り
出
し
て
く
い
違
う
。
城
道
は
そ
の
た
め
二
度
折
曲
し
て
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郭
（
1
）
に
入
る
。
こ
の
大
手
虎
口
の
発
掘

図8　第3類型模式図

　
⑧
成
果
に
よ
る
と
、
一
度
折
れ
た
虎
口
内
に
櫓

門
が
備
え
ら
れ
て
い
た
　
（
ア
ミ
部
分
）
。
敵

兵
の
押
し
込
み
、
見
通
し
を
避
け
て
横
矢
を

掛
け
、
有
利
に
出
撃
し
よ
う
と
す
る
プ
ラ
ン
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図
9
　
宇
佐
　
山
城

織豊系城郭の構造（千田）

で
あ
る
。
し
か
し
虎
口
内
は
城
道
幅
の
広
さ
し
か
な
く
、
独
自
な
空
間
と
し

て
機
能
し
な
い
。
ま
た
宇
佐
山
城
で
は
虎
口
を
含
め
た
主
郭
群
を
石
垣
で
固

め
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
石
垣
は
そ
れ
程
高
く
な
く
、
段
々
に
し
て
塁
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

を
維
持
す
る
。
石
積
技
術
が
充
分
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
堀
切
を

併
用
し
て
い
る
。
未
熟
だ
が
、
織
豊
系
城
郭
の
総
石
垣
化
へ
の
動
き
と
評
価

さ
れ
よ
う
。

　
一
九
八
四
年
か
ら
発
掘
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
る
岐
阜
城
千
畳
敷
虎
口

は
、
宇
佐
山
城
主
郭
南
大
手
虎
口
と
類
似
の
プ
ラ
ン
を
持
つ
。
公
園
化
に
よ

る
破
壊
を
受
け
て
い
る
が
、
二
度
折
怨
し
て
曲
輪
内
に
至
る
こ
と
、
虎
口
内

に
は
城
道
幅
の
広
さ
し
か
な
く
相
対
的
に
空
間
と
し
て
機
能
し
な
い
こ
と
、
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図11多喜：山城（2折・0空間）

と
評
価
で
き
る
。
こ
の
類
型
の
城
郭
は
他
に
、

城
、
金
山
減
等
が
あ
る
。

　
第
4
類
型

　
城
道
二
折
・
一
空
間
の
虎
口
を
持
つ
城
郭
で
あ
る
。

と
い
う
基
本
性
格
は
読
み
と
れ

　
⑩る
（
図
1
0
）
。
虎
口
脇
の
塁
線

　
（
a
）
が
自
然
地
形
に
沿
っ
て

開
き
、
防
禦
性
に
乏
し
く
見
え

る
が
、
宇
佐
山
城
同
様
、
城
道

が
一
度
折
曲
し
た
虎
口
内
が
本

来
門
を
備
え
る
所
だ
っ
た
と
考

え
ら
れ
、
外
側
を
厳
重
に
閉
め

き
ら
な
い
こ
と
に
問
題
は
な
い
。

以
上
の
検
討
か
ら
岐
阜
城
千
畳

敷
虎
口
を
第
3
類
型
の
虎
口
と

認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ

よ
り
第
3
類
型
の
虎
口
は
永
禄

　
一
〇
年
（
一
五
六
七
）
の
織
田

信
長
に
よ
る
岐
阜
築
城
を
画
期

と
し
て
出
甚
し
た
虎
ロ
プ
ラ
ソ

⑪　
　
多
喜
山
城
（
図
1
1
）
、
二
俣

安
土
城
を
画
期
と
し

4Bl　4B2
4A

図12第4類型模式図

て
虎
口
空
間
の
出
現
、
城
郭
の
機
能
分
化
が

明
確
化
す
る
段
階
で
あ
る
。
こ
の
類
型
の
城

郭
は
二
つ
の
系
列
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
（
図
1
2
）
。
　
一
つ
は
石
垣
・
土
塁
に

よ
る
外
枡
形
に
向
う
も
の
（
第
4
類
型
A
）
、

一
つ
は
横
堀
と
噛
み
合
わ
せ
て
織
豊
系
馬
出

に
向
う
も
の
（
第
4
類
型
B
）
で
あ
る
。
第

4
類
型
B
は
二
段
階
に
細
分
さ
れ
る
（
B
1

・
B
2
）
。
こ
れ
ら
は
一
見
、
異
な
っ
た
縄

張
思
想
に
思
わ
れ
る
が
、
折
れ
と
空
間
の
分

析
か
ら
、
同
一
の
縄
張
思
想
が
貫
徹
し
て
い

る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

　
第
4
類
型
A
　
安
土
城
タ
イ
プ

　
第
3
類
型
ま
で
の
発
達
を
直
接
に
受
け
継
ぎ
、
攻
撃
的
な
外
枡
形
を
発
展

さ
せ
た
虎
口
で
あ
る
。
代
表
例
と
し
て
安
土
城
が
挙
げ
ら
れ
る
（
図
1
3
）
。

安
土
城
は
天
正
四
～
九
年
（
一
五
七
六
～
八
一
）
に
か
け
て
築
か
れ
た
信
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
居
城
で
あ
る
。
天
正
五
年
に
は
天
主
閣
の
作
事
が
始
ま
っ
て
お
り
、
こ
の

頃
ま
で
に
山
頂
中
心
郭
群
の
縄
張
は
決
定
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
山
頂

郭
群
は
総
石
垣
で
固
め
、
山
上
部
分
に
一
切
堀
を
使
用
し
な
い
。
ま
た
山
頂

郭
群
か
ら
、
直
臣
、
上
級
家
臣
団
の
佐
む
城
下
町
を
一
体
化
し
て
囲
い
込
む
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⑬

総
構
を
有
し
て
い
た
。

　
注
目
す
る
の
は
、
主
郭
群
西
の
黒
鉄
門
の
虎
口
（
A
）
と
、
主
郭
群
北
の

虎
口
（
B
）
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
黒
鉄
門
の
虎
口
は
山
頂
郭
群
全
体
の
大
手

虎
口
と
評
価
さ
れ
る
重
要
な
門
で
あ
る
。
折
黙
し
た
虎
口
心
線
が
そ
の
後
方

の
小
曲
輪
（
a
）
と
一
体
化
し
て
突
出
す
る
。
そ
の
た
め
域
道
は
二
度
折
託

し
て
後
方
の
曲
輪
に
至
る
。
主
思
群
塁
線
全
体
が
張
り
出
す
の
で
は
な
く
、

虎
口
塁
線
分
の
み
が
突
出
し
、
外
枡
形
（
図
1
参
照
）
と
し
て
の
形
態
を
ほ

ぼ
整
え
る
。
虎
口
後
方
の
小
曲
輪
（
a
）
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
外
枡
形
は
強
く
出
撃
を
意
図
し
た
虎
口
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ

と
一
体
化
す
る
小
曲
輪
（
a
）
は
そ
れ
を
一
層
貫
徹
さ
せ
る
機
能
を
果
た
し

た
空
間
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
こ
の
小
曲
輪
は
後
方
郭
群
（
本
丸
・
ニ
ノ

丸
等
）
か
ら
大
斑
方
面
へ
の
出
撃
機
能
を
専
門
に
受
け
も
つ
、
独
自
な
虎
口

曲
輪
と
評
価
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
後
方
、
ご
ノ
丸
（
c
）
は
防

禦
を
固
め
る
内
枡
形
に
な
り
、
機
能
分
化
を
示
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
ま
た
、

’
ノ
、
／
　
　
’

7
／
／

’
ノ
ノ

戴
∴
］

　
；
・
「
1
・
　
」
U

図14七尾城（2折・1空間

　
　
　
　
主
魚
群
北
虎
口

（
B
）
も
全
く
同
じ
型
式

で
造
ら
れ
て
お
り
、
（
b
）

が
虎
n
［
曲
輪
、
（
D
）
が
内

枡
形
と
評
価
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
主
郭
等
の
曲

輪
に
内
包
さ
れ
て
い
た
虎
口
機
能
が
、
虎
口
空
間
の
創
出
に
よ
っ
て
、
出
繋

機
能
が
突
出
、
虎
口
草
分
が
張
り
出
す
外
枡
形
を
、
防
禦
の
虎
口
が
後
方
へ

退
く
内
枡
形
を
出
現
さ
せ
た
と
理
解
さ
れ
る
。
今
後
、
こ
の
機
能
分
化
の
原

理
が
中
心
に
な
っ
て
縄
張
を
形
成
し
て
い
く
。
虎
口
空
間
の
創
出
は
き
わ
め

て
重
要
な
画
期
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
七
尾
城
は
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
に
前
田
利
家
の
大
改
修
を
受
け
た
。

主
郭
西
大
手
虎
口
（
図
1
4
）
は
石
垣
で
固
め
ら
れ
、
こ
の
時
に
成
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
虎
口
（
A
）
も
二
度
折
朝
し
て
一
体
化
し
た
虎
口
曲
輪

（
a
）
に
入
り
、
後
方
防
禦
の
虎
口
（
B
）
を
経
て
懸
紐
（
b
）
に
至
る
。

二
折
れ
、
一
空
間
の
縄
張
に
よ
る
典
型
的
な
縄
張
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、

安
土
城
と
比
し
て
造
り
は
簡
略
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
城
郭
の
虎
口
と
し
て

充
分
機
能
し
得
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
安
土
城
の
超
越
し
た
厳
重
さ
、

図15鳥羽山城（2折・1空間）

時
期
的
先
行
性
を
指
摘
で
き
る
。

　
徳
川
氏
の
鳥
羽
山
城
で
は
、
第

3
類
型
虎
口
の
く
い
違
い
幅
を
広

く
し
て
、
そ
こ
を
虎
口
空
間
（
a
）

と
し
て
機
能
さ
せ
る
縄
張
が
行
わ

れ
て
い
る
（
図
1
5
）
。
同
一
原
理

に
よ
り
な
が
ら
、
徳
川
氏
城
郭
の

独
自
面
が
現
わ
れ
た
と
評
価
で
き
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る
。　

虎
口
空
間
の
出
現
に
よ
っ
て
明
瞭
化
し
た
内
枡
形
は
こ
れ
以
降
継
続
的
に

使
用
さ
れ
、
第
4
類
型
以
降
を
見
る
目
や
す
に
な
る
。

　
第
4
類
型
B
1
　
丸
山
城
タ
イ
プ

　
横
堀
使
用
の
城
郭
に
第
4
類
型
A
の
虎
日
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
城
郭
で

あ
る
。
第
4
類
型
A
が
総
石
垣
の
城
郭
で
あ
る
の
に
対
し
、
第
4
類
型
B
は

土
造
り
を
主
体
と
し
た
横
堀
の
城
だ
と
い
え
る
。

　
初
見
例
の
丸
山
城
は
天
正
六
年
（
一
五
七
八
）
に
基
本
プ
ラ
ン
が
確
立
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

た
と
考
え
ら
れ
る
城
で
あ
る
。
主
郭
群
は
直
下
の
堀
や
堀
状
帯
曲
輪
に
よ
る

横
堀
に
囲
い
込
ま
れ
る
。
横
堀
を
土
橋
で
渡
る
主
輝
北
虎
口
は
主
郭
か
ら
大

き
く
張
り
出
す
大
手
虎
口
で
あ
る
（
図
1
6
）
。
正
面
平
入
り
虎
口
（
A
）
を
経

て
、
虎
口
曲
輪
（
a
）
に
入
り
、
二
度
折
曲
し
て
後
方
の
虎
口
（
B
）
を
通

っ
て
、
主
郭
（
b
）
に
至
る
。
土
橋
と
組
み
合
わ
せ
た
た
め
、
虎
口
の
折
曲

　
　
　
　
　
　
　
　
蟹

　
．
ド
　
　
　
・
．
．

bO　10m

“
図16：丸山城（2折・1日間）

順
序
が
入
れ
替
わ
る
。
虎
口
は
一
体

化
し
て
張
り
出
す
虎
口
空
間
を
持
ち
．

出
撃
を
意
図
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

正
面
の
狭
い
土
橋
を
渡
ら
ね
ば
な
ら

ず
、
全
体
と
し
て
出
撃
機
能
を
発
揮

し
得
た
か
疑
問
で
あ
る
。
横
堀
を
使

用
す
る
縄
張
に
虎
ロ
プ
ラ
ン
が
対
応

し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
、
横
堀
の
防
禦
性
を
活
か
し
な
が
ら
、

い
か
に
出
撃
有
利
な
虎
口
に
し
て
い
く
か
が
、
第
4
類
型
B
の
発
展
課
題
に

な
っ
て
い
く
。

　
第
4
類
型
B
2
　
大
森
城
タ
イ
プ

　
城
道
二
折
れ
の
虎
口
が
虎
口
曲
輪
ご
と
横
堀
を
越
え
て
対
岸
に
開
口
す
る

城
郭
で
あ
る
。

　
大
森
城
は
天
正
一
〇
年
（
一
五
八
二
）
に
反
乱
を
起
こ
し
た
奥
村
氏
の
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

城
で
、
同
年
森
長
一
（
長
可
）
の
兵
に
よ
っ
て
落
城
し
た
と
さ
れ
る
。
現
在

見
ら
れ
る
遺
構
は
、
こ
れ
以
前
に
大
改
修
を
受
け
て
成
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
中
心
曲
輪
群
は
横
堀
で
囲
い
込
ま
れ
、
主
郭
大
手
虎
口
と
虎
口
曲
輪

（
a
）
が
突
出
す
る
（
図
1
7
）
。
横
堀
を
越
え
て
優
勢
に
出
撃
す
る
た
め
、
狭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
土
橋
を
避
け
、
虎
口
曲
輪
が
そ

一図17大森城（2折・1空間）
の
ま
ま
横
堀
を
越
え
て
突
出
し
た

形
態
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
B
1
段
階
の
問
題
の
克
服
を

図
っ
た
と
評
価
で
き
る
。

　
鳥
越
城
は
天
正
八
年
（
一
五
八

○
）
以
降
織
田
勢
に
改
修
さ
れ
た

　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
⑲

城
で
あ
る
。
発
掘
成
果
に
よ
る
と
、

主
郭
大
手
虎
口
は
虎
口
曲
輪
（
a
）
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が
横
堀
を
越
え
て
対
岸
に
接
し
、
一
体
化
し
た
外
枡
形
虎
口
を
開
く
（
図
1
8
）
。

元
来
あ
っ
た
堀
を
埋
め
、
三
方
を
石
垣
で
固
め
て
虎
口
空
間
と
外
枡
形
を
造

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
虎
ロ
プ
ラ
ン
を
根
本
か
ら
変
え
る
大
改
修
で

あ
り
、
大
幅
な
築
城
主
体
の
変
化
な
く
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
故
、

織
田
勢
入
域
以
前
の
一
向
一
豪
勢
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
可
能
性
は
き
わ
め
て

低
い
。
こ
れ
ら
の
諸
点
よ
り
、
鳥
越
城
は
織
盤
系
城
郭
の
第
4
類
型
B
2
段

階
の
城
郭
と
評
価
で
き
る
。

　
松
尾
山
誠
は
天
正
七
年
（
一
五
七
九
）
に
織
田
氏
家
臣
、
不
破
光
治
が
城

　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

主
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
関
ケ
原
合
戦
で
小
早

川
秀
秋
の
陣
と
し
て
手
が
加
わ
っ
た
主
客
を
除
き
、
城
郭
の
基
本
プ
ラ
ン
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

こ
の
時
に
成
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
主
郭
群
南
大
手
虎
口
は
虎
口
曲
輪

（
a
）
が
大
き
く
張
り
出
し
横
堀
を
越
え
る
形
態
で
あ
る
（
図
1
9
）
。
虎
口

曲
輪
の
東
脇
に
、
二
度
折
曲
す
る
虎
口
を
開
く
。
こ
の
虎
口
曲
輪
の
後
方
は

両
側
か
ら
堀
に
挾
ま
れ
、
土
橋
状
に
狭
く
な
る
。
虎
口
空
間
が
堀
対
岸
に
分

離
し
て
成
立
す
る
馬
出
を
強
く
指
向
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

虎
口
曲
輪
が
突
出
し
て
横
堀
を
越
え
る
織
豊
系
城
郭
の
虎
口
発
達
系
列
に
規

制
さ
れ
、
一
度
に
馬
出
化
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
過
渡
的
プ
ラ
ン
を

示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
よ
り
、
第
4
類
型
B
2
段
階
の
城

郭
と
評
価
さ
れ
る
。

　
　
　
⑳

　
土
山
城
で
は
、
突
出
し
た
虎
口
曲
輪
（
a
）
の
後
方
分
離
が
一
層
進
展
す

る
（
図
2
0
）
。
前
方
に
も
堀
を
巡
し
、
馬
出
化
の
動
き
は
よ
り
明
瞭
に
な
る
。

し
か
し
、
出
撃
の
虎
口
（
A
）
は
虎
口
曲
輪
の
正
面
に
開
き
、
B
1
段
階
虎
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口
に
等
し
く
進
展
が
認
め
ら
れ
な
い
。
新
し
い
要
素
と
古
い
要
素
が
混
在
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
虎
口
の
発
達
が
様
々
な
試
行
を
重
ね
て
進
行
し
た
様
子

を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
に
第
4
類
型
B
は
、
安
土
誠
で
出
現
し
た
虎
口
空
間
を
持
つ
虎

口
型
式
を
、
横
堀
と
組
み
合
わ
せ
て
使
用
し
た
城
郭
で
あ
る
。
そ
し
て
虎
口

曲
輪
が
横
堀
を
越
え
な
い
も
の
を
第
1
段
階
に
、
虎
口
曲
輪
は
横
堀
を
越
え

て
突
出
す
る
が
、
虎
口
曲
輪
と
後
方
の
曲
輪
の
分
離
が
不
完
全
な
も
の
を
第

2
段
階
に
細
分
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
全
体
と
し
て
、
虎
口
曲
輪
が

馬
出
化
す
る
過
渡
期
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
5
頚
型

　
総
石
垣
、
横
堀
に
よ
る
縄
張
が
貫
徹
し
、
こ
れ
に
よ
る
防
禦
ラ
イ
ン
が
多

重
化
す
る
。
そ
し
て
虎
口
曲
輪
の
一
般
化
が
進
展
し
、
虎
口
空
間
を
重
ね
て

城
郭
全
体
を
形
成
す
る
、
虎
口
機
能
の
再
編
成
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
近
世

城
郭
に
到
達
す
る
段
階
で
あ
る
。

　
第
1
類
型
か
ら
第
4
類
型
ま
で
の
城
郭
の
発
達
は
、
虎
口
機
能
を
申
心
と

し
た
機
能
分
化
を
い
か
に
行
う
か
と
い
う
方
向
で
進
展
し
た
。
そ
れ
が
攻
撃

重
視
の
特
殊
な
虎
口
空
間
機
能
を
専
有
す
る
虎
口
曲
輪
を
生
み
出
し
た
。
し

か
し
機
能
を
専
有
す
る
曲
輪
で
あ
る
が
故
に
、
そ
こ
を
一
旦
突
破
さ
れ
れ
ば
、

そ
の
城
郭
は
縄
張
上
反
撃
す
る
場
を
失
う
。

　
そ
こ
で
第
5
類
型
の
城
郭
で
は
、
城
郭
を
形
成
す
る
郭
群
の
曲
輪
一
つ
一

つ
が
虎
口
空
間
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
。
別
言
す
れ
ぱ
、
虎

口
曲
輪
の
一
般
曲
輪
化
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
設
定
し
た
特
殊
な
場
だ
け
で

な
く
、
全
て
の
曲
輸
で
防
禦
と
反
撃
を
行
う
城
郭
に
成
し
得
た
の
で
あ
る
。

5Bl　5B2　5B3
　
　
　
↓

雲2工第5類型模式図
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こ
の
こ
と
が
表
面
的
に
は
防
禦
ラ
イ
ン
の
多
重
化
に
な
り
、
内
・
外
枡
形
の

発
達
に
な
っ
た
。
第
5
類
型
で
は
虎
口
空
間
は
一
般
化
し
て
目
立
た
ず
、
枡

形
だ
け
が
際
立
つ
こ
と
に
な
る
。

　
外
枡
形
を
通
じ
て
虎
口
空
間
の
一
般
化
を
行
う
も
の
（
第
5
類
型
A
）
と
、

馬
出
化
を
通
じ
て
虎
口
空
間
の
一
般
化
を
行
う
も
の
（
第
5
類
型
B
）
の
二

つ
の
発
展
系
列
に
分
け
ら
れ
る
（
図
2
1
）
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
二
折
二

空
聞
か
ら
多
折
・
多
空
間
の
城
郭
に
進
む
。

　
第
5
類
型
A
1
　
豊
臣
大
坂
城
タ
イ
プ

　
防
禦
ラ
イ
ン
の
設
定
と
外
枡
形
を
完
成
す
る
が
、
城
郭
全
体
が
虎
口
空
間

化
す
る
に
は
至
ら
な
い
段
階
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
⑳

　
山
崎
城
は
天
正
一
〇
年
に
秀
吉
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
。
畿
内
政
治
の
中
心

と
し
て
重
要
な
位
踵
を
占
め
た
が
、
天
正
｝
一
年
に
秀
吉
は
大
坂
城
に
移
り
、

翌
十
二
年
に
廃
城
に
な
っ
た
。
現
在
見
ら
れ
る
遺
構
は
天
正
一
〇
年
を
中
心

と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
主
郭
群
東
端
の
虎
口
（
図
2
2
）
は
土
塁
が
外

土
形
状
に
突
出
す
る
。
後
方
の
曲
輪
（
a
）
を
虎
口
空
間
と
し
て
機
能
さ
せ

る
プ
ラ
ン
で
あ
る
。
主
郭
周
辺
は
総
石
垣
で
固
め
、
そ
れ
に
至
る
諸
郭
に
は

　
⑳
横
堀
を
使
用
し
て
い
る
。

　
つ
い
で
、
賎
ケ
岳
合
戦
の
陣
城
が
控
鼠
さ
れ
る
。
天
正
一
一
年
（
一
五
八

三
）
の
こ
の
合
戦
で
は
柴
田
方
、
羽
柴
方
共
に
多
数
の
陣
城
や
そ
れ
を
つ
な

　
　
　
　
　
　
　
⑳

ぐ
阻
塞
が
築
か
れ
た
。
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繊豊系城郭の構造（千田）

　
甲

　
郵
喜
．

オくメし言吉ノ＃し乃駐口

引25豊臣氏大坂城（2折・1空間）

　
堂
木
山
城
は
主
郭
か
ら

北
東
へ
地
続
き
に
出
る
虎

口
が
造
ら
れ
る
（
図
2
3
）
。

主
郭
内
の
一
段
低
い
部
分

（
a
）
が
虎
口
空
問
で
、

外
枡
形
だ
け
が
突
出
す
る
。

域
郭
全
体
を
横
堀
が
囲
い

込
ん
で
い
る
。

　
神
明
山
城
で
は
虎
口
空

間
と
し
て
機
能
す
る
後
方

の
曲
輪
（
a
）
か
ら
、
き

わ
め
て
明
瞭
に
外
枡
形
だ

け
が
突
出
す
る
（
図
2
4
）
。

そ
し
て
主
要
下
灘
は
横
堀

が
巡
っ
て
い
る
。

　
い
ず
れ
も
防
禦
ラ
イ
ン

を
厳
重
に
設
定
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
虎
口
空
閾
機

能
を
外
枡
形
の
後
方
曲
輪

で
処
理
し
た
も
の
と
理
解

繋
’誰、

’

’
ρ

・
伽一
1
。］

　　　層　　　一　一　　　一　　　一

図26和田山城（2折・1空間）

（
a
）
を
虎
口
幅
（
b
）
の
倍
程
も
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

を
克
服
し
て
い
る
。
横
堀
で
固
く
守
り
な
が
ら
、

如
く
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
5
類
型
虎
口
で
完
成
し
た
縄
張
で
あ
る
。

様
の
こ
と
が
和
田
山
城
外
枡
形
（
図
2
6
）

　
以
上
の
よ
う
に
外
枡
形
後
方
曲
輪
の
虎
ロ
空
閥
化
、

化
、
横
堀
と
噛
み
合
わ
せ
た
A
型
出
撃
虎
口
前
の
土
橋
の
拡
編
が
進
展
し
た

段
階
を
第
5
類
型
A
l
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
5
類
型
A
2
　
高
取
城
タ
イ
プ

　
弘
誓
・
一
空
間
の
関
係
が
重
層
的
に
展
開
し
て
城
郭
が
造
ら
れ
る
段
階
で

あ
る
。
全
て
の
曲
輪
が
虎
口
空
間
と
し
て
機
能
し
得
る
縄
張
に
な
る
。
文

禄
・
慶
長
の
役
（
一
五
九
ニ
ー
九
八
年
）
関
連
の
城
郭
が
そ
の
初
見
例
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

る
。
下
城
は
朝
鮮
半
島
に
豊
匿
大
名
が
築
い
た
誠
郭
群
の
総
称
で
あ
る
。
こ

さ
れ
る
。

　
こ
の
類
型
の
典
型
例
は
、
豊
臣
属
大

坂
城
で
あ
る
。
本
丸
詰
ノ
丸
南
大
手
虎

口
で
は
詰
ノ
丸
か
ら
外
枡
形
だ
け
が
張

り
出
す
。
ま
た
心
門
虎
口
で
は
、
張
り

出
し
た
外
枡
形
と
土
橋
を
噛
み
合
わ
せ

る
　
（
図
2
5
）
。
横
矢
が
充
分
に
掛
り
防

禦
性
も
強
い
。
桜
門
虎
口
で
は
土
橋
幅

　
　
　
　
　
　
　
　
出
撃
時
の
不
利

　
　
　
　
　
虎
口
前
だ
け
は
地
続
き
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
か
ら
も
読
み
と
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
防
禦
ラ
イ
ン
の
多
重
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図
2
7
　
倭
城
（
多
量
・
多
空
間
）

れ
ら
は
山
頂
に
総
石
垣
の
郭
群
を
築
き
、
さ
ら
に
横
堀
で
囲
い
込
む
。
き
わ

め
て
厳
重
な
縄
張
を
持
つ
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
臨
時
の
陣
城
で
は
な
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

居
城
に
等
し
い
構
造
と
い
え
る
。

ウ
ソ
チ
コ
ソ

　
熊
川
城
で
は
外
枡
形
と
虎
口
空
間
と
し
て
機
能
す
る
曲
輪
が
複
雑
に
重
ね

　
　
　
　
ス
セ
ソ
ポ

ら
れ
る
。
西
生
浦
城
で
は
外
枡
形
・
内
枡
形
・
く
い
違
い
虎
口
を
並
び
築
く

　
　
⑳
（
図
2
7
）
。
各
虎
口
後
方
の
曲
輪
が
虎
口
空
間
と
し
て
機
能
す
る
虎
口
曲
輪

と
し
て
築
か
れ
、
そ
れ
が
連
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
城
郭
が
構
成
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
丁
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
近
世
城
郭
の
縄
張
の
基
本
で
あ
る
。
こ
の

原
理
で
築
か
れ
た
国
内
の
城
郭
の
代
表
に
は
高
取
域
、
熊
本
城
が
挙
げ
ら
れ

る
。

O　20m

図
2
8
　
高
取
城
（
多
折
・
多
空
闘
）
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織豊系城郭の構造（千田）

　
高
取
城
で
は
主
郭
か
ら
大
手
口
に
向
っ
て
九
重
に
外
枡
形
・
く
い
違
い
虎

口
・
虎
口
空
間
を
連
ね
る
（
図
2
8
）
。
長
城
の
雑
然
さ
は
な
く
、
全
曲
輪
の

前
後
関
係
や
攻
守
の
関
係
が
み
ご
と
に
整
う
。

　
熊
本
城
で
は
内
枡
形
で
戦
時
に
は
閉
め
切
る
虎
口
と
、
外
枡
形
と
虎
P
空

間
を
重
ね
て
攻
め
出
す
虎
口
と
を
明
瞭
に
使
い
分
け
る
。
攻
め
出
す
虎
q
は

高
取
城
岡
様
、
出
撃
ル
ー
ト
と
な
っ
て
連
な
る
。
城
の
攻
守
が
整
然
と
計
画

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
図
2
9
）
。

盤翻論叢
　　　　　　　　　’聖

証＿勤

》
蔑

口n．i

A1猛撃の外紐形

曲防禦の内枡形

図29　熊本城（多多・多折・多空間）

　
こ
の
よ
う
に
第
5
類
型
A
2
の
城
郭
は
、
外
枡
形
の
使
用
と
虎
口
曲
輪
の

一
般
曲
輪
化
を
貫
徹
し
た
城
郭
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
曲
輪
の
続
く
限
り

防
禦
と
反
撃
を
く
り
返
す
完
成
さ
れ
た
誠
郭
、
い
わ
ゆ
る
近
世
城
郭
に
到
達

し
た
の
で
あ
る
。

　
第
5
類
型
B
1
　
玄
蕃
尾
城
タ
イ
プ

　
馬
出
外
側
の
虎
口
は
虎
口
曲
輪
が
突
出
し
て
横
堀
を
越
え
た
織
豊
系
城
郭

の
発
達
系
列
に
規
制
さ
れ
地
続
き
だ
が
、
馬
出
後
方
の
曲
輪
と
は
分
離
が
確

立
す
る
段
階
で
あ
る
。

　
玄
蕃
尾
城
は
天
正
一
一
年
の
賎
ヶ
岳
合
戦
以
前
に
築
か
れ
た
柴
田
勝
家
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

城
郭
で
あ
る
。
賎
ケ
岳
城
塞
群
中
傑
出
し
た
規
模
を
持
ち
、
合
戦
範
囲
の
北

端
に
位
置
す
る
。

　
主
郭
話
大
手
虎
口
は
、
突
串
す
る
虎
P
曲
輪
の
後
方
に
堀
切
が
入
り
主
郭

か
ら
独
立
す
る
（
図
3
0
の
a
）
。
虎
口
曲
輪
の
後
方
分
離
が
完
成
し
た
と
評

価
さ
れ
る
。
形
態
は
ほ
ぼ
馬
出
に
近
い
が
、
馬
出
か
ら
外
へ
出
る
虎
口
前
面

（
A
）
に
は
堀
が
巡
ら
ず
地
続
き
の
ま
ま
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
主
郭
北
虎
口

（
b
）
で
は
逆
に
主
郭
と
の
分
離
が
弱
く
、
一
体
的
な
縄
張
に
な
り
、
馬
出

か
ら
外
へ
出
る
虎
口
前
面
（
B
）
に
堀
を
巡
ら
し
て
土
橋
で
つ
な
ぐ
。

　
こ
の
違
い
は
、
南
虎
口
が
合
戦
場
に
向
い
、
攻
め
出
す
こ
と
を
重
視
す
る

の
に
対
し
、
北
虎
口
は
後
背
地
に
向
い
、
防
禦
の
比
重
を
高
め
る
必
要
が
あ

っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
二
つ
の
虎
口
は
期
待
さ
れ
る
機
能
を
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織豊系城郭の構造（千田）

果
た
す
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
態
に
普
請
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で

あ
る
。

　
こ
の
合
戦
で
羽
柴
方
の
堀
秀
政
が
築
い
た
東
野
山
域
の
大
手
虎
口
（
図
3
1
）

で
も
馬
出
か
ら
外
へ
出
る
部
分
の
堀
は
な
く
、
玄
蕃
書
城
主
郭
南
虎
口
と
同

型
式
を
示
す
。

　
徳
川
氏
の
岩
津
城
は
、
虎
口
曲
輪
が
二
方
向
に
虎
口
を
開
く
（
図
3
2
）
。

西
へ
出
る
虎
口
（
A
）
は
土
橋
を
渡
る
形
で
完
成
し
た
馬
出
に
近
づ
く
が
、

も
う
一
方
の
虎
口
（
B
）
は
地
続
き
の
ま
ま
で
あ
る
。
や
は
り
、
虎
口
前
面

の
堀
を
欠
い
た
馬
出
と
評
価
さ
れ
る
。

　
天
正
一
一
年
～
一
二
年
に
佐
々
成
政
か
前
田
利
家
に
よ
っ
て
改
修
さ
れ
た

松
根
城
は
中
心
郭
群
南
端
に
馬
出
状
の
虎
口
曲
輪
を
持
つ
　
（
図
3
3
）
。
西
下

の
小
曲
輪
を
含
ん
で
横
堀
が
囲
い
込
む
が
、
馬
出
か
ら
外
へ
出
る
虎
口
前
に

は
堀
が
な
く
地
続
き
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
第
5
類
型
B
1
は
、
外
側
虎
口
前
面
に
堀
を
巡
ら
さ
な
い
一

部
地
続
き
の
馬
出
を
持
つ
城
郭
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
5
類
型
B
2
　
岩
崎
城
タ
イ
プ

　
馬
出
か
ら
外
へ
出
る
虎
口
部
分
に
も
堀
が
巡
り
、
四
方
に
堀
を
備
え
た
形

態
に
な
る
段
階
で
あ
る
。

　
岩
崎
城
は
丹
羽
氏
の
居
域
で
、
天
正
一
二
年
（
一
五
八
四
）
の
小
牧
・
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

久
手
の
合
戦
に
よ
っ
て
落
城
し
た
。
そ
の
後
も
城
は
使
用
さ
れ
た
が
、
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

八
五
年
に
行
わ
れ
た
発
掘
成
果
よ
り
、
現
在
見
ら
れ
る
遺
構
は
落
城
直
前
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

改
修
さ
れ
て
成
っ
た
可
能
性
が
大
き
く
な
っ
た
。
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㊧

　
主
郭
北
側
、
通
称
ニ
ノ
丸
が
馬
出
と
評
価
さ
れ
る
（
図
3
4
）
。
四
方
に
は

横
堀
続
き
の
堀
が
巡
る
。
後
方
主
郭
（
b
）
と
の
間
の
堀
を
土
橋
（
1
）
で

渡
り
、
虎
口
曲
輪
（
馬
出
・
a
）
に
入
る
。
そ
し
て
再
び
堀
を
土
橋
（
2
）

で
渡
っ
て
外
の
曲
輪
に
進
む
縄
張
で
あ
る
。
出
撃
に
も
防
禦
に
も
強
い
バ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ン
ス
の
と
れ
た
虎
口
と
評
価
さ
れ
る
。
同
形
態
を
示
す
馬
出
は
末
森
城
、
沓

掛
城
、
菩
提
由
勲
等
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
関
東
に
移
封
さ
れ
た
徳
川
氏
家
臣

の
虚
無
も
多
く
第
5
類
型
B
2
の
虎
口
を
採
用
す
る
。
豊
臣
氏
系
の
大
名
が

多
く
第
5
類
型
A
を
採
用
、
発
達
さ
せ
た
の
と
対
照
的
で
あ
る
。

　
一
見
す
る
と
第
5
類
型
B
2
虎
口
は
武
田
氏
・
後
北
条
氏
の
使
用
し
た
馬

出
と
類
似
す
る
。
し
か
し
織
豊
系
の
馬
出
は
必
ず
三
方
に
土
塁
を
備
え
る
点

が
異
な
る
。
こ
れ
は
織
豊
系
の
馬
出
が
、
く
い
違
い
虎
口
と
虎
口
空
間
の
組

み
合
わ
せ
か
ら
発
達
し
、
そ
の
先
端
ま
で
城
兵
が
常
に
進
出
し
て
守
り
、
出

撃
す
る
曲
輪
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
中
立
空
間
的
に
使
用
し
た
と
考
え
ら
れ

る
、
武
田
氏
・
後
北
条
氏
の
馬
出
と
は
虎
口
と
し
て
差
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
近
世
城
郭
の
馬
出
も
織
豊
系
城
郭
の
虎
口
発
達
系
列
の
中
に
生
ま
れ
、

完
成
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
に
第
5
類
型
B
2
は
、
四
方
面
堀
が
巡
る
整
っ
た
形
態
の
馬
出

を
持
つ
誠
郭
で
あ
る
。

　
第
5
類
型
B
3
　
名
古
屋
城
タ
イ
プ

　
徳
川
氏
の
手
で
織
蟄
系
馬
出
の
再
編
成
が
行
わ
れ
る
段
階
の
城
郭
で
あ
る
。

馬
出
と
い
う
本
来
虎
口
機
能
を
専
有
す
る
曲
輪
を
備
え
な
が
ら
、
専
有
性
を

否
定
し
て
虎
口
空
間
の
一
般
化
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
名
古
屋
城
は
慶
長
一
五
年
（
一
六
一
〇
）
に
築
か
れ
た
。
本
丸
南
馬
出
は

三
方
を
土
塁
で
固
め
る
典
型
的
な
織
豊
系
馬
出
で
あ
る
（
図
3
5
）
。
し
か
し

馬
出
か
ら
外
へ
出
る
虎
口
部
分
が
く
い
違
い
虎
口
に
な
る
点
は
従
来
と
大
き

く
異
な
る
。
こ
れ
よ
り
、
こ
の
虎
口
部
分
で
は
得
道
は
二
折
れ
し
て
、
虎
口

空
間
（
a
）
に
入
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
本
丸
に
至
る
に
は
、
枡
形
に
よ
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る
虎
口
空
間
（
b
）
を
経
て
、
二
折
れ
し
て
入
る
。
つ
ま
り
、
く
い
違
い
虎

口
と
虎
口
空
間
を
連
ね
た
プ
ラ
ン
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
第
5

類
型
A
2
と
同
じ
構
成
で
あ
り
、
馬
出
と
い
う
異
な
る
形
態
を
と
り
な
が
ら

等
し
い
源
理
が
働
い
て
い
る
と
で
き
る
の
で
あ
る
。
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図35　名古屋城概念図（多面・多空間）

　
ま
た
本
丸
を
一
巡
す
る
曲
輪
間
の
虎
口
が
、
全
て
馬
出
虎
口
と
同
じ
形
で

縄
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
各
曲
輪
が
後
方
の
曲
輪
に
対
し
、

く
い
違
い
虎
口
・
虎
口
空
間
と
し
て
連
続
し
て
機
能
す
る
よ
う
計
画
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
馬
出
形
態
を
連
続
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
城
郭
全
体
の

虎
口
曲
輪
化
を
完
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
名
古
屋
城
で
は
、
馬
出

と
し
て
典
型
的
な
形
を
示
す
の
は
本
丸
南
馬
出
（
a
）
と
東
馬
出
（
c
）
だ

け
で
あ
る
が
、
実
質
的
な
出
撃
、
防
禦
機
能
は
全
て
の
曲
輪
が
等
し
く
果
た

し
、
も
は
や
馬
出
は
そ
の
機
能
を
専
有
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
動
き
を
一
層
強
め
て
築
か
れ
た
の
が
、
徳
川
氏
大
坂
城
、
二
条
城
を

代
表
と
す
る
城
郭
で
あ
る
。
馬
出
が
出
撃
機
能
を
専
有
せ
ず
、
城
郭
全
体
が

虎
口
空
間
と
し
て
働
く
城
で
は
、
馬
出
を
他
と
特
に
区
分
し
て
堀
を
巡
す
必

要
は
な
く
、
馬
出
（
相
当
部
分
）
も
連
続
す
る
虎
口
曲
輪
の
一
つ
に
な
る
。

そ
の
た
め
堀
は
塁
線
外
側
に
横
堀
と
し
て
収
敏
さ
れ
る
。

　
徳
川
氏
大
坂
城
（
図
3
6
）
で
は
本
丸
桜
門
を
出
た
部
分
（
a
）
と
、
山
里

丸
を
北
に
出
た
部
分
（
b
）
が
馬
出
相
当
の
場
所
で
あ
る
。
し
か
し
い
ず
れ

も
、
馬
繊
た
ら
し
め
る
堀
は
な
く
、
く
い
違
い
虎
口
と
仕
切
り
の
石
塁
の
み

に
な
る
。
こ
れ
だ
け
を
見
れ
ば
退
化
の
動
き
と
誤
り
か
ね
な
い
が
、
城
郭
全

体
が
く
い
違
い
虎
口
で
い
く
つ
に
も
仕
切
ら
れ
、
連
続
し
て
虎
口
空
間
と
し

て
機
能
す
る
城
郭
に
進
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
郭
内
に
堀
を
持
た
な
い
、
く
い
違
い
虎
口
、
虎
口
空
間
の
連
続
パ
タ
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i
ン
は
先
に
検
討
し
た
第
5
類
型
A
2
と
全
く
同
「
で
あ
る
。
安
土
城
以
降
、

突
出
す
る
外
枡
形
（
A
類
）
と
、
横
堀
に
対
応
す
る
馬
出
（
B
類
）
に
分
か

れ
て
発
達
し
て
き
た
織
豊
系
城
郭
は
、
徳
川
氏
の
天
下
普
請
の
一
連
の
城
郭

プ
ラ
ン
の
中
で
統
一
さ
れ
、
完
成
し
た
近
世
城
郭
を
出
現
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
れ
は
虎
口
機
能
を
専
有
す
る
、
い
わ
ゆ
る
馬
出
の
終
焉
を
も
た
ら

し
た
。
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ま
た
名
古
屋
城
、
大

坂
誠
で
は
虎
口
空
間
化

し
た
曲
輪
か
ら
外
へ
出

る
虎
口
（
例
え
ば
図
3
5

の
b
）
が
内
部
に
も
う

一
つ
の
虎
口
空
間
を
持

っ
た
枡
形
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

城
郭
全
体
が
虎
口
空
間

化
す
る
の
と
同
時
に
、
枡
形
部
分
の
虎
口
空
闘
化
も
確
立
す
る
の
で
あ
る
。

二
重
の
虎
口
空
騒
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
城
郭
が
構
成
さ
れ
た
と
い
え
る
。
こ

れ
ら
の
城
郭
で
は
横
堀
か
ら
外
に
出
る
所
に
虎
口
空
間
と
し
て
機
能
す
る
曲

輪
は
な
い
が
、
そ
れ
を
補
う
た
め
に
土
橋
は
き
わ
め
て
幅
広
に
な
る
（
例
え

ば
図
3
6
の
一
・
2
・
3
）
。

　
寛
永
元
年
～
二
年
（
一
六
二
四
～
二
五
）
に
か
け
て
大
田
修
さ
れ
た
二
条

城
（
図
3
7
）
で
は
、
本
丸
西
側
馬
出
相
当
部
分
（
a
）
と
、
ニ
ノ
丸
の
仕
切

り
虎
口
が
一
体
化
し
て
、
近
世
城
郭
の
最
も
理
論
化
さ
れ
た
明
快
な
縄
張
を

見
せ
る
。

①
村
田
「
高
安
山
城
の
遺
構
に
つ
い
て
」
（
『
城
』
一
一
四
、
関
西
城
郭
研
究
会
、

　
一
九
八
四
年
）
、
同
「
織
豊
期
の
縄
張
り
の
一
特
徴
に
つ
い
て
」
（
『
第
一
回
全
国
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城
郭
研
究
者
セ
ミ
ナ
ー
発
表
資
料
』
、
中
世
城
郭
研
究
会
、
一
九
八
四
年
）
。

②
　
現
在
、
松
平
城
を
囲
い
込
む
横
堀
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
天
正
期
と
思
わ
れ

　
る
改
修
の
結
果
で
あ
る
。
本
来
は
堀
切
だ
け
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
武
田
氏
の

　
三
河
進
出
と
の
関
連
が
推
定
さ
れ
る
。

⑧
城
郭
が
こ
の
時
期
以
降
の
改
修
を
受
け
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
古
い
段
階
の
縄

　
張
が
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
尾
張
地
域
で
は
遺
構
の
破
壊
も
進
ん
で
い
る
。
早
急

　
に
悉
皆
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

④
『
松
平
記
』
、
『
尾
張
志
』
等
に
よ
れ
ば
、
松
平
勢
の
守
る
品
野
城
を
織
田
勢
が

　
攻
め
、
一
旦
は
撃
退
し
た
が
落
誠
し
た
。
廃
城
は
桶
狭
間
合
戦
（
一
五
六
〇
）
が

　
終
わ
り
、
織
田
氏
と
松
平
琉
が
同
盟
を
結
ん
だ
後
で
あ
ろ
う
。

⑤
　
拙
稿
「
宇
佐
山
城
」
（
『
近
江
の
域
』
一
八
、
滋
賀
総
合
研
究
所
、
　
一
九
八
六

　
年
）
で
若
干
の
見
通
し
は
述
べ
た
。

⑥
『
多
聞
院
日
記
』
永
禄
＝
二
（
元
亀
元
）
年
三
月
ご
十
日
の
条
に
、
森
可
成
が

　
減
を
築
き
、
今
道
越
、
逢
坂
越
の
街
道
を
封
鎖
、
新
道
を
開
い
て
い
た
こ
と
が
見

　
え
る
。

⑦
朝
倉
氏
等
も
く
い
違
い
虎
口
を
使
用
す
る
が
、
虎
口
を
石
垣
で
固
め
、
虎
口
空

　
聞
と
一
体
化
し
て
い
く
の
は
織
豊
系
の
城
郭
で
あ
る
。

⑧
　
滋
賀
県
教
育
委
員
会
『
大
津
市
宇
佐
山
城
跡
調
査
概
要
』
（
一
九
七
二
年
）
。

⑨
　
北
垣
聰
一
郎
「
近
世
城
郭
に
お
け
る
石
壁
様
式
編
年
の
一
考
察
」
（
『
史
泉
』
五

　
〇
、
一
九
七
五
年
）
に
よ
る
。

⑩
　
現
地
で
岐
阜
市
教
育
委
員
会
高
木
洋
氏
の
御
教
示
を
得
た
他
、
同
「
岐
阜
公
園

　
千
畳
敷
i
l
織
田
信
長
居
館
伝
承
地
1
に
お
け
る
発
掘
調
査
」
（
『
日
本
歴
史
』

　
四
六
〇
、
一
九
入
六
年
）
に
よ
る
。
現
在
、
調
査
が
進
行
中
な
の
で
充
分
な
検
討

　
は
報
告
書
の
刊
行
を
待
ち
た
い
。

⑪
　
元
驚
元
年
（
一
五
七
〇
）
に
柴
田
勝
家
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
長
光
寺
城
（
滋
賀

　
県
近
江
八
幡
市
）
も
当
然
第
3
類
型
虎
口
を
持
つ
は
ず
で
あ
る
が
、
現
在
見
ら
れ

　
な
い
。
　
こ
れ
は
『
信
長
公
記
』
巻
九
（
天
正
四
年
）
四
月
一
日
条
に
「
観
音
寺

　
山
・
長
命
寺
山
・
長
光
寺
山
・
伊
揚
山
、
所
々
の
大
石
を
引
き
下
し
、
千
、
二
千
、

　
三
千
宛
に
て
、
安
土
山
へ
上
せ
ら
れ
候
」
と
あ
る
よ
う
に
城
を
破
却
し
て
石
が
持

　
ち
去
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

⑫
『
安
土
臼
記
』
に
よ
る
。

⑬
　
近
年
の
筆
者
ら
の
調
査
に
よ
っ
て
遺
構
を
確
認
し
た
。
山
稜
上
の
石
塁
ラ
イ
ン

　
と
山
麓
の
水
漂
ラ
イ
ン
を
一
体
化
し
て
、
山
腹
と
麓
の
屋
敷
地
を
囲
い
込
む
。
織

　
豊
期
の
城
下
町
と
総
構
を
検
討
す
る
上
で
き
わ
め
て
重
要
で
あ
ろ
う
。
拙
稿
「
安

　
土
城
総
構
の
再
検
討
」
（
『
近
江
の
城
』
二
三
、
滋
賀
総
合
研
究
所
、
　
一
九
八
七

　
年
）
で
概
要
を
報
告
し
た
。

⑭
村
田
前
掲
①
「
高
安
山
城
の
遺
構
に
つ
い
て
」
に
よ
る
。

⑮
『
伊
国
記
』
に
よ
れ
ば
天
正
六
年
に
下
山
甲
斐
の
手
引
き
に
よ
っ
て
、
滝
川
勝

　
雅
が
北
畠
信
雄
の
命
を
受
け
て
、
丸
山
城
を
築
い
た
。
し
か
し
同
年
中
に
伊
賀
勢

　
の
攻
撃
を
受
け
落
城
し
た
。

⑯
　
　
『
新
撰
美
濃
誌
』
の
記
述
に
よ
る
。
ま
た
大
森
城
に
関
す
る
論
考
に
は
、
林
春

　
樹
「
大
森
城
肚
」
（
『
城
』
｛
○
○
、
東
海
古
城
研
究
会
、
一
九
八
一
年
）
が
あ
る
。

⑰
東
四
柳
史
明
「
加
賀
一
向
一
揆
と
白
山
麓
鳥
越
城
」
（
『
鳥
越
城
跡
発
掘
調
査
概

　
報
』
、
鳥
越
村
教
育
委
員
会
、
一
九
七
九
年
）
に
よ
る
。

⑬
　
前
掲
⑰
『
鳥
越
城
跡
発
掘
調
査
概
定
』
に
よ
る
。

⑲
　
『
美
濃
明
細
記
』
の
記
述
に
よ
る
。
松
尾
山
誠
に
関
す
る
論
考
に
は
、
井
上
佑

　
城
「
松
尾
山
城
」
（
『
城
』
九
三
、
爽
海
古
城
研
究
会
、
一
九
七
九
年
）
が
あ
る
。

⑳
主
郭
内
枡
形
は
き
わ
め
て
よ
く
整
い
、
慶
長
の
改
修
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

　
る
。

⑳
　
土
山
麗
之
介
が
築
い
た
城
と
さ
れ
、
文
献
上
織
田
氏
が
入
っ
た
こ
と
は
確
認
で

　
き
な
い
が
、
織
豊
系
城
郭
で
な
け
れ
ば
考
え
ら
れ
な
い
縄
張
で
あ
る
。

⑫
山
崎
誠
に
関
し
て
は
中
井
前
掲
は
じ
め
に
⑦
「
山
幸
城
の
構
造
」
が
詳
し
い
。

　
し
か
し
、
そ
の
申
で
「
秀
沓
流
築
城
」
と
す
る
も
の
が
、
全
て
秀
沓
の
創
始
に
よ

　
る
も
の
で
な
く
、
織
田
系
誠
郭
プ
ラ
ン
を
受
け
継
ぎ
、
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
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こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
陣
城
を
、
そ
れ
が
造
ら
れ
た
状
況
の
検

　
討
な
し
に
、
憧
久
的
な
城
郭
と
比
較
す
る
こ
と
は
適
切
で
な
い
（
後
述
）
。

＠
　
一
部
分
は
帯
曲
輪
状
に
な
っ
て
い
る
。

⑳
　
長
谷
川
銀
蔵
・
博
美
氏
の
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。
同
「
賎
ケ
中
合

　
戦
の
山
城
砦
」
（
『
民
俗
文
化
』
二
〇
二
・
ご
〇
三
・
二
〇
八
・
二
一
九
・
二
二
四

　
・
二
二
六
二
一
二
七
・
二
二
九
・
一
　
三
四
・
二
三
七
・
二
三
九
・
二
四
九
・
二
五

　
四
二
一
六
一
・
二
六
五
・
ご
六
入
・
二
七
〇
～
七
、
一
九
八
○
～
八
六
年
、
滋
賀

　
民
俗
学
会
）
し
か
し
陣
城
は
居
城
と
違
い
合
戦
の
状
況
に
よ
っ
て
普
請
度
が
異
な

　
る
。
そ
の
た
め
一
律
に
隣
代
を
代
表
す
る
縄
張
と
は
で
き
な
い
。
賎
ケ
岳
合
戦
の

　
陣
城
は
勢
力
伯
仲
の
城
塞
戦
下
に
造
ら
れ
て
お
り
、
当
時
最
新
の
縄
張
と
考
え
て

　
よ
い
。

⑮
　
倭
誠
の
実
態
は
不
明
な
点
が
多
か
っ
た
が
、
倭
城
祉
研
究
会
の
調
査
に
よ
り
、

　
よ
う
や
く
そ
の
姿
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
倭
城
赴
研
究
会
『
倭
城
』
1
、

　
一
九
七
九
年
、
ま
た
、
佐
賀
梁
撒
育
委
員
会
『
文
禄
・
慶
長
の
役
城
跡
図
集
』

　
（
特
別
史
跡
名
護
屋
誠
跡
並
び
に
陣
跡
3
、
一
九
八
五
年
）
が
刊
行
さ
れ
、
よ
り

　
多
く
の
倭
域
を
概
観
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

⑳
　
そ
こ
に
朝
鮮
半
島
領
土
化
の
強
い
意
志
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

⑳
　
熊
川
域
、
西
生
三
浦
の
挿
図
は
、
前
揚
㊨
文
献
所
収
図
を
筆
者
が
再
ト
レ
ー
ス

　
し
た
。

⑱
　
堀
、
土
塁
の
普
請
量
が
他
の
陣
城
に
比
し
て
格
段
に
多
い
の
で
、
賎
ケ
岳
合
戦

　
の
直
前
に
築
か
れ
た
の
で
は
な
く
、
天
正
一
〇
年
の
清
洲
会
議
後
、
柴
田
領
に
な

　
つ
た
長
浜
と
北
ノ
庄
を
結
ぶ
た
め
に
築
か
れ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

⑲
文
献
か
ら
天
正
期
の
岩
津
域
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
現
在
見

　
ら
れ
る
遺
構
か
ら
、
こ
の
時
期
に
岩
津
誠
の
縄
張
を
根
本
か
ら
変
え
る
画
期
が
あ

　
つ
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。

⑳
　
岩
崎
城
の
澱
終
的
な
廃
城
は
天
正
｝
四
年
（
一
五
八
六
）
の
織
田
信
雄
検
地
に

　
伴
う
知
行
替
で
、
丹
羽
氏
が
北
伊
勢
（
朝
明
郡
内
）
に
移
さ
れ
、
本
領
地
岩
崎
の

　
支
配
を
完
全
に
否
定
さ
れ
た
時
と
考
え
ら
れ
る
。
加
藤
益
幹
「
織
田
信
雄
の
尾
張

　
・
伊
勢
支
配
」
（
有
光
友
学
編
『
戦
国
期
権
力
と
地
域
役
会
』
、
吉
川
弘
文
館
、
一

九
八
六
年
）

⑳
本
丸
の
発
掘
調
査
終
了
後
、
史
跡
整
備
と
し
て
本
丸
に
建
設
さ
れ
た
資
料
館
の

　
た
め
、
遺
構
が
破
壊
さ
れ
た
。
尾
張
地
域
の
丘
城
で
は
最
も
保
存
状
態
の
よ
い
も

　
の
の
一
つ
で
、
蓬
左
文
庫
の
絵
図
と
比
較
検
討
も
可
能
だ
っ
た
だ
け
に
、
重
要
な

　
城
を
失
っ
た
。

⑫
　
前
川
要
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

⑳
　
こ
の
部
分
の
瀟
［
積
が
大
き
い
の
は
改
修
前
の
曲
輪
に
影
響
さ
れ
た
た
め
だ
と
思

　
わ
れ
る
。

⑭
　
末
森
城
で
は
馬
出
を
含
め
、
後
世
の
畑
化
の
た
め
に
土
塁
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て

　
い
な
い
。

三
　
繊
一
系
城
郭
の
変
遷

　
前
章
で
織
豊
系
城
郭
の
変
化
の
概
略
を
示
し
た
。
そ
し
て
虎
口
が
縄
張
の

発
達
を
最
も
よ
く
表
し
、
堀
・
石
垣
が
い
く
つ
か
の
虎
口
型
式
に
わ
た
り
、

ゆ
る
や
か
に
変
化
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
の
中
に
画
期
と
考
え
う
る
大

き
な
変
化
は
五
つ
あ
っ
た
。
こ
れ
を
も
と
に
織
蟄
系
城
郭
を
図
3
8
の
よ
う
に

編
年
し
た
い
。
以
下
で
は
各
期
に
つ
い
て
ま
と
め
る
こ
と
に
す
る
。

　
〔
第
工
期
〕
　
松
平
城
を
標
式
と
す
る
。
天
文
一
〇
年
代
（
一
五
五
〇
）
ま

で
の
間
で
あ
る
。
折
れ
も
虎
口
空
問
も
持
た
な
い
、
第
－
類
型
虎
口
に
堀
切

を
備
え
た
城
郭
で
あ
る
。
土
塁
は
あ
ま
り
発
達
し
て
い
な
い
。

　
〔
第
■
期
〕
　
品
野
城
を
標
式
と
す
る
。
天
文
一
〇
年
代
～
永
禄
一
〇
年
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（一

ﾜ
五
〇
～
六
七
）
の
間
で
、
織
田
信
長
の
岐
阜
築
誠
以
前
で
あ
る
。
城

山
が
一
折
れ
す
る
第
2
類
型
虎
口
に
堀
切
を
備
え
た
城
郭
で
あ
る
。
土
塁
は

要
所
に
使
用
さ
れ
る
。
こ
の
晴
期
以
降
城
郭
が
急
激
に
発
達
す
る
、
全
国
的

動
向
を
表
す
も
の
と
評
価
さ
れ
る
。

　
〔
嬉
涙
期
〕
　
宇
佐
山
城
を
標
式
と
す
る
。
永
禄
一
〇
年
～
天
正
四
年
（
一

五
六
七
～
七
六
）
の
問
で
あ
る
。
信
長
の
岐
阜
築
城
を
画
期
に
出
現
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
①

城
道
が
二
折
れ
す
る
第
3
類
型
虎
口
に
、
堀
切
、
土
塁
、
石
垣
を
備
え
た
城

郭
で
あ
る
。
各
戦
国
大
名
の
城
郭
プ
ラ
ン
に
特
徴
が
現
わ
れ
て
く
る
中
で
、

織
田
氏
の
城
郭
の
特
徴
が
明
瞭
に
現
わ
れ
た
時
期
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
〔
第
W
期
〕
　
安
土
城
を
標
式
と
す
る
。
天
正
四
年
～
一
〇
年
（
一
五
七
六

～
八
二
）
の
間
で
あ
る
。
外
枡
形
虎
口
を
貫
徹
し
て
い
く
第
4
類
型
A
と
、

浸
出
虎
口
を
貫
徹
し
て
い
く
第
4
類
型
B
に
分
化
し
て
展
開
す
る
。
B
グ
ル

ー
プ
は
二
段
階
に
細
分
さ
れ
、
B
1
は
丸
山
城
を
標
式
と
し
て
、
虎
口
曲
輪

が
標
堀
を
越
え
な
い
段
階
に
、
B
2
は
大
森
町
を
標
式
と
し
て
、
虎
ロ
曲
輪

ご
と
横
堀
を
越
え
る
段
階
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
A
・
B
共
、
城
道
が
二
折

れ
し
て
、
虎
口
空
間
を
持
つ
第
4
類
型
虎
口
の
城
郭
で
あ
る
。

　
総
石
垣
、
横
堀
の
使
用
、
虎
口
曲
輪
の
出
現
と
飛
躍
的
に
縄
張
が
発
達
し
、

機
能
分
化
が
進
展
し
た
時
期
で
あ
る
。

　
〔
第
V
期
〕
　
A
・
B
両
グ
ル
ー
プ
に
分
化
し
て
展
開
す
る
が
、
A
グ
ル
ー

プ
の
第
2
段
階
、
B
グ
ル
ー
プ
の
第
3
段
階
で
両
者
は
一
体
化
し
、
完
成
さ

れ
た
近
世
城
郭
を
実
現
す
る
。

　
第
5
類
型
A
は
、
虎
口
空
間
の
一
般
化
が
始
ま
る
、
豊
臣
氏
大
坂
城
を
標

式
と
す
る
A
1
、
城
郭
全
体
の
虎
口
空
間
化
が
確
立
し
た
、
高
取
城
を
標
式

と
す
る
A
2
に
細
分
し
て
考
え
ら
れ
る
。

　
第
5
類
型
B
は
、
虎
口
曲
輪
の
後
方
分
離
が
完
成
し
、
玄
蕃
尾
城
を
標
式

と
す
る
B
1
、
馬
出
と
し
て
の
形
態
が
確
立
し
た
、
岩
崎
城
を
標
式
と
す
る

B
2
、
城
郭
全
体
の
虎
口
空
問
化
を
完
成
さ
せ
た
、
名
古
屋
城
を
標
式
と
す

る
B
3
に
細
分
し
て
考
え
ら
れ
る
。
各
期
問
は
、
A
1
を
天
正
一
〇
年
～
文

禄
元
年
（
一
五
八
二
～
九
二
）
に
、
A
2
を
文
禄
元
年
以
隆
（
一
五
九
二

～
）
に
比
定
で
き
る
。
ま
た
、
B
1
は
天
正
一
〇
年
～
天
正
＝
一
年
（
一
五

八
二
～
八
四
）
に
、
B
2
は
天
正
＝
一
年
～
慶
長
一
四
年
（
一
五
八
四
～
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

六
〇
九
）
に
、
B
3
は
慶
長
一
四
年
以
降
（
一
六
〇
九
～
）
に
比
定
さ
れ
る
。

こ
の
B
3
段
階
は
馬
出
の
終
焉
期
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
を
通
じ
、
織
田
氏
、
豊
臣
氏
、
徳
川
氏
の
城
郭
が
強
い
規
範
性
を

持
ち
、
そ
の
政
権
化
の
諸
城
に
一
貫
し
て
強
い
影
響
力
を
有
し
て
い
た
こ
と

が
理
解
さ
れ
た
。
統
一
政
権
の
領
土
拡
大
に
伴
う
侵
攻
地
に
、
在
地
の
城
の

縄
張
と
は
遊
離
し
て
拠
点
の
城
郭
が
築
か
れ
、
次
い
で
そ
の
在
地
勢
力
が
統

一
政
権
に
参
加
し
た
段
階
で
、
織
盤
系
城
郭
を
築
く
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
展

開
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
そ
の
在
地
勢
力
の
権
力
の
飛
躍
を
具

体
的
に
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
文
禄
・
慶
長
の
役
の
颪
後
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に
、
赤
松
氏
の
但
馬
竹
田
城
等
が
構
築
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
象
微
的
で
あ

る
。　

さ
ら
に
縄
張
か
ら
は
、
織
田
氏
の
城
と
豊
臣
氏
の
城
が
強
い
連
続
性
を
示

す
こ
と
が
判
現
し
、
両
者
の
一
体
性
が
指
摘
で
き
た
。
そ
し
て
第
W
期
以
降

二
つ
の
発
展
系
列
に
分
か
れ
た
織
豊
系
城
郭
は
、
慶
長
期
の
徳
川
氏
に
よ
る

一
連
の
天
下
普
請
の
中
で
プ
ラ
ン
を
統
合
し
、
そ
れ
が
各
大
名
の
居
城
を
、

い
わ
ゆ
る
近
世
城
郭
と
し
て
規
定
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
戦
国
期
か
ら
近
世
初
頭
の
城
郭
の
変
遷
を
概
観
す
れ
ぼ
、
様
々
な
発
展
方

向
を
持
っ
て
い
た
中
世
城
郭
が
、
織
豊
系
城
郭
の
縄
張
に
統
一
さ
れ
て
い
く

過
程
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
①
織
豊
系
城
郭
の
く
い
違
い
虎
口
、
外
枡
形
は
璽
期
、
W
期
ま
で
は
初
雪
左
折
れ

　
　
を
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
し
か
し
V
期
で
は
、
ほ
ぼ
初
回
右
折
れ
に
変
化
す
る
。

　
　
横
失
を
よ
り
合
理
的
に
掛
け
る
た
め
だ
と
さ
れ
る
。
村
田
前
掲
二
①
「
織
豊
期
の

　
　
縄
張
り
の
　
特
徴
に
つ
い
て
」
に
よ
る
。

　
②
　
篠
山
城
の
築
誠
を
最
初
の
も
の
と
考
え
る
。

味
を
聞
い
、
い
か
な
る
特
徴
を
持
っ
て
発
達
し
て
い
っ
た
の
か
を
追
求
し
て

き
た
。
そ
し
て
本
稿
で
は
こ
の
成
果
と
し
て
、
織
豊
系
城
郭
の
編
年
案
を
提

示
し
た
。
し
か
し
戦
国
期
以
前
は
検
討
が
不
充
分
に
な
っ
た
。
ま
た
、
織
豊

系
城
郭
と
平
行
し
て
発
達
し
て
い
っ
た
、
各
地
の
戦
国
大
名
の
城
郭
を
段
階

的
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
多
様
な
視
座
か
ら
城
郭
を
読
み
込

む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
今
後
に
期
し
た
い
。

〔
付
記
〕
　
本
稿
は
一
九
八
六
年
一
月
、
奈
良
大
学
文
学
部
に
提
出
し
た
卒

業
論
文
を
全
面
的
に
改
題
、
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
終
始
温
か
い
御

　
指
導
を
賜
っ
た
、
水
野
正
好
先
生
、
村
田
修
三
先
生
、
小
島
道
裕
先
生
、

北
垣
聰
一
郎
先
生
、
中
井
均
氏
を
は
じ
め
と
す
る
城
郭
談
話
会
の
諸
兄

　
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
名
古
屋
市
見
晴
台
考
古
資
料
館
　
学
芸
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
古

織豊系城郭の構造（千田）

お
　
わ
　
り
　
に

織
豊
系
城
郭
が
権
力
や
社
会
を
反
映
し
て
、
不
断
に
変
化
す
る
こ
と
の
意
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